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１　

は
じ
め
に

　

宗
像
市
大
島
に
は
、
下
関
要
塞
を
構
成
す
る
大
島
砲
台
が
あ
り
、
玄
界
灘
や

響
灘
に
は
、
昭
和
10
年
代
に
陸
軍
が
多
数
の
砲
台
を
築
城
し
た
。
太
平
洋
戦
争

末
期
の
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
連
合
国
軍
の
日
本
本
土
上
陸
に
備
え
、
こ

れ
ら
の
火
砲
が
九
州
北
部
の
本
土
沿
岸
部
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
実
際
の

移
設
先
や
詳
細
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宗
像
市
と
岡
垣
町
の
境
を
な

す
垂
見
峠
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
確
認
し
た
（
図
１
）
。

　

本
稿
は
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
に
つ
い
て
、
他
の
遺
跡
と
の
比
較
検
討
を
通

し
て
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

な
お
文
中
の
引
用
文
は
、
読
解
を
平
易
に
す
る
た
め
、
漢
数
字
は
算
用
数
字

に
、
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
、
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

２　

研
究
の
方
法

　

遺
構
が
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
た
め
、
次
の

方
法
で
研
究
を
行
う
。

　

①
砲
台
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
文
献
資
料
の
集
成

　

②
遺
跡
の
調
査

　

③
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

　

④
②
と
③
の
調
査
結
果
の
比
較

　

⑤
考
察

３　

調
査
の
結
果

（
１
）
文
献
資
料
の
集
成

ａ
．
臨
時
砲
台
の
築
城
と
任
務

　

い
く
つ
か
の
資
料
に
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農
を
備
え
た
砲
台
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
第
16
方

面
軍
が
１
９
４
５
年
５
月
21
日
に
出
し
た
命
令
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号
」

で
あ
る
。
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
「
要
塞
火
砲
を
転
用
し
て
北
九
州
沿
岸
要
域
に

配
備
さ
せ
、
同
沿
岸
水
域
の
戦
備
を
急
速
強
化
す
る
よ
う
命
じ
た
」（
防
衛
庁
防

衛
研
修
所
戦
史
室
１
９
７
２
）
。
『
下
関
重
砲
兵
連
隊
史
』
に
は
、
下
関
要
塞
重

砲
兵
連
隊
第
６
中
隊
（
大
島
砲
台
配
備
）
の
15
糎
加
農
４
門
の
う
ち
２
門
が

「
第
56
軍
隷
下
の
第
１
４
５
師
団
に
配
属
さ
れ
、
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
村
内
内

浦
（
垂
見
峠
下
）
に
洞
窟
陣
地
を
構
築
。
備
砲
直
前
に
終
戦
」（
下
関
重
砲
兵
連

隊
史
刊
行
会
１
９
８
５
）
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
第
五
十
六
軍
配

備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
」
に
は
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農

を
備
え
た
平
射
臨
時
砲
台
の
符
号
が
記
載
さ
れ
、
首
線
は
芦
屋
の
沖
を
向
い
て

い
る
（
図
２
）
。
築
城
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
（
特
に
艦
砲
射
撃
）
に
耐
え
る
た
め
地

下
施
設
と
さ
れ
、
８
月
中
旬
に
は
迷
彩
も
施
さ
れ
、
洞
窟
掘
開
作
業
の
90
％
が

完
了
し
て
い
た
。

　

こ
の
砲
台
の
任
務
は
、「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一
第
百
四
十
五
師
団
戦

闘
計
画
（
案
）
」
で
、
「
配
属
海
岸
砲
（
15
Ｋ
）
を
以
て
（
中
略
）
垂
見
峠
附
近

に
陣
地
を
占
領
し
芦
屋
沿
岸
及
其
の
北
方
海
上
に
現
出
す
る
船
艇
の
破
捽
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
．
備
砲

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
平
射
臨
時
砲
台
の
備
砲
は
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
。
大
島
砲
台
の
備
砲
は
、
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
」
（
写
真
１
）

と
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
㊕
」
が
２
門
ず
つ
で
（
池
田
２
０
１
６
）
、

そ
の
う
ち
の
２
門
が
転
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
２
種
類
の
砲
の
ス
ペ
ッ

ク
は
同
じ
で
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７
５
１
５
㎜
、
最
大
射

程
２
２
６
０
０
ｍ
、
発
射
速
度
は
２
分
間
に
３
発
で
あ
る
。

（
２
）
遺
跡
の
調
査

　

文
献
資
料
は
、
垂
見
峠
付
近
に
平
射
臨
時
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
次
に
、
遺
構
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た

位
置
計
測
と
実
測
を
行
っ
た
。

ａ
．
位
置

　

遺
構
の
位
置
は
湯
川
山
と
孔
大
寺

山
の
間
に
あ
る
垂
見
峠
か
ら
、
湯
川

山
方
向
へ
約
１
３
０
ｍ
進
ん
だ
標
高

約
１
４
０
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。

　

遺
構
は
湯
川
山
と
孔
大
寺
山
を
結

ぶ
尾
根
を
水
平
方
向
に
掘
削
し
て
構

築
し
て
お
り
、
開
口
方
向
は
２
基
と

も
北
東
側
で
あ
る
。
開
口
方
向
の
視

界
は
、
小
規
模
な
谷
を
隔
て
た
先
の

別
の
尾
根
が
遮
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
計
測
（GARMIN eTrex10J

）

結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
、
２
基
の

遺
構
は
間
隔
が
約
37
ｍ
、
標
高
差
は
約
10
ｍ
で
あ
る
。

ｂ
．
各
遺
構
の
調
査
結
果

遺
構
１　
　

ア
ー
チ
形
天
井
を
も
つ
カ
マ
ボ
コ
形
を
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
遺
構
で
あ
る
（
図
３
、
写
真
２
）
。
平
面
形
は
幅
６
・
１
ｍ
、
奥
行
き
５
・

０
ｍ
の
概
ね
長
方
形
だ
が
、
奥
壁
は
中
央
部
に
向
か
っ
て
約
１
ｍ
後
退
す
る
。

高
さ
は
床
面
が
埋
没
し
て
い
る
も
の
の
天
井
ま
で
の
高
さ
は
３
・
５
ｍ
以
上
を

測
る
。
奥
壁
に
は
幅
２
・
０
ｍ
、
高
さ
１
・
８
ｍ
以
上
の
通
路
様
の
切
り
欠
き

が
あ
り
、
そ
の
奥
は
０
・
５
ｍ
程
の
奥
行
き
し
か
な
く
素
掘
り
の
岩
盤
が
露
出

し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
開
口
部
で
約
０
・
３
ｍ
、
奥
壁
の

切
り
欠
き
部
で
約
０
・
４
ｍ
で
あ
る
。
壁
面
や
天
井
に
は
打
設
時
の
型
枠
と
し

て
使
わ
れ
た
木
材
の
跡
が
残
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
５
㎝
前
後
の
粗
い
角
礫
が
か
な
り
多
く
混

じ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
に
は
木
も
混
ざ
り
込
ん
で
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
は
ひ
び
割
れ
防
止
と
経
済
性
向
上
の
た
め
、
骨
材
と
し
て
礫
を
意
図
的
に
混

ぜ
る
が
、
こ
の
遺
構
の
場
合
そ
う
で
は
な
く
嵩
増
し
の
た
め
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。
材
質
や
施
工
の
良
し
悪
し
の
影
響
は
定
か
で
は
な
い
が
、
天
井
の
前
端

部
は
崩
落
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の　

離
も
激
し
い
。

遺
構
２　
　

形
状
、
寸
法
は
遺
構
１
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
（
写
真
３
）
。
土
砂

の
流
入
が
よ
り
多
い
状
況
に
あ
り
、
奥
壁
の
切
り
欠
き
部
か
ら
は
土
砂
が
あ
ふ

れ
内
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

遺
構
１
と
同
様
で
あ
る
。

（
３
）
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

ａ
．
比
較
資
料
の
選
定

　

比
較
資
料
と
し
て
、
大
分
県
佐
伯
市
の
鶴
見
（
鶴
御
）
崎
第
一
砲
台
を
調
査

し
た
。
こ
の
砲
台
を
比
較
資
料
に
選
定
し
た
理
由
は
、
垂
見
峠
の
平
射
臨
時
砲

台
と
こ
の
砲
台
に
二
つ
の
共
通
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
は
時
期
的
な
も

の
で
、
同
じ
１
９
４
５
年
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
備
砲
が
同
じ
規

模
の
加
農
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ｂ
．
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
概
要

　

鶴
見
崎
砲
台
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
築
城
が
始
ま
っ
た
豊
予
要

塞
の
一
部
を
構
成
す
る
砲
台
で
あ
る
。
当
初
は
巡
洋
戦
艦
の
主
砲
を
転
用
し
た

砲
塔
砲
台
だ
っ
た
が
、
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
事
故
で
失
わ
れ
、
そ
の
代

わ
り
と
し
て
、
同
年
３
月
か
ら
「
鶴
見
崎
の
突
端
、
現
鶴
見
崎
灯
台
背
面
の
山

頂
に
15
セ
ン
チ
加
農
砲
４
門
を
備
え
た
砲
台
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
砲
台
は
鶴

見
崎
第
一
砲
台
と
命
名
さ
れ
た…

〔
中
略
〕
（
戦
局
が
悪
化
し
た
昭
和
20
年
３

月
に
は
、
）
鶴
見
崎
突
端
の
現
灯
台
北
側
崖
に
洞
窟
砲
座
を
築
い
て
砲
を
移
設

し
た
」
（
三
重
野
２
０
１
０
）
。
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」
に
は
、
こ

の
移
設
作
業
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
１
日
に
着
手
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

備
砲
の
七
年
式
十
五
糎
加
農
は
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７

５
１
５
㎜
、
最
大
射
程
２
０
２
０
０
ｍ
で
、
大
き
さ
は
大
島
砲
台
の
四
五
式
十

五
糎
加
農
改
造
固
定
式
と
同
様
で
あ
る
。

ｃ
．
調
査
内
容

　

鶴
見
崎
第
一
砲
台
は
、
豊
後
水
道
を
眼
前
に
臨
む
鶴
御
崎
の
断
崖
に
築
城
さ

れ
て
い
る
。
切
り
立
っ
た
崖
面
に
穹
窖
形
の
横
穴
を
掘
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
補
強
し
て
い
る
。
砲
座
は
全
部
で
４
基
あ
り
、
工
事
進
捗
の
関
係
か
全
て

現
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
砲
座
に
東
か
ら
順
に
砲
座
１
～
４
ま
で

の
番
号
を
付
与
し
識
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

現
地
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
砲
座
が
全
て
同
規
格
に
基
づ
い
て
築
城
さ
れ
た

も
の
と
考
え
た
う
え
で
、
流
入
土
等
の
影
響
か
ら
、
砲
座
１
と
砲
座
２
を
実
測

し
、
図
上
で
合
成
し
資
料
と
し
た
。
併
せ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
位
置
計
測
も
実

施
し
た
。

ｄ
．
調
査
結
果

　

各
砲
座
の
位
置
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

外
観
は
ア
ー
チ
形
天
井
の
穹
窖
式
で
、
平
面
は
長
方
形
の
掩
体
部
と
、
砲
側

弾
薬
庫
か
砲
員
の
退
避
場
所
の
機
能
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
Ｌ
字
形
の
奥
室
部
で

構
成
さ
れ
る
（
図
４
、
写
真
４
）
。

　

掩
体
部
は
幅
５
・
５
７
ｍ
、
奥
行
き
７
・
７
５
ｍ
で
、
最
大
高
５
・
４
５
ｍ

を
測
る
ア
ー
チ
形
天
井
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
開
口
部
に
は
備
砲

を
外
し
た
際
に
で
き
た
竪
穴
と
据
え
付
け
の
た
め
の
沈
定
ボ
ル
ト
の
跡
が
残
る
。

掩
体
を
構
成
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
、
岩
盤
の
掘
削
状
況
に
よ
っ

て
一
定
し
て
い
な
い
が
、
概
ね
０
・
３
ｍ
前
後
で
あ
る
。
奥
室
部
へ
は
、
掩
体

奥
壁
の
一
部
に
設
け
ら
れ
た
幅
２
・
２
０
ｍ
、
高
さ
２
・
１
４
ｍ
、
奥
行
き
２

ｍ
前
後
の
通
路
を
通
る
。
奥
室
部
は
岩
盤
を
素
掘
り
し
て
造
り
、
幅
約
２
・
５

ｍ
、
奥
行
き
約
３
・
０
ｍ
の
空
間
と
、
奥
側
に
向
か
っ
て
左
方
に
直
行
し
て
掘

ら
れ
た
幅
２
・
１
３
ｍ
、
奥
行
き
約
１
ｍ
の
空
間
で
構
成
さ
れ
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
垂
見
峠
の
遺
構
と
同
様
に
非
常
に
粗
雑
で
、

か
な
り
の
箇
所
で　

離
し
た
状
況
が
見
ら
れ
る
。

４　

考
察

（
１
）
垂
見
峠
の
遺
構
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
比
較

ａ
．
位
置

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
位
置
を
比
べ
る
と
、
垂
見
峠

の
遺
構
は
山
間
部
に
位
置
し
、
鶴
見
崎
第
一
砲
台
が
海
に
直
接
面
す
る
位
置
に

あ
る
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ｂ
．
構
造

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
全
体
的
な
構
造
は
、
共
通
点

と
し
て
①
斜
面
（
崖
面
）
を
穹
窖
形
に
掘
削
し
た
横
穴
式
で
あ
る
こ
と
、
②
厚

さ
０
・
３
ｍ
前
後
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
奥
壁

に
設
け
ら
れ
た
切
り
欠
き
（
通
路
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
相
違
点
と

し
て
①
幅
、
奥
行
き
、
高
さ
の
寸
法
、
②
平
面
プ
ラ
ン
、
③
奥
室
の
有
無
が
指

摘
で
き
る
。

ｃ
．
材
質

　

使
用
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
骨
材
と
し
て
混
入
さ
れ
る
礫
が
い
ず

れ
も
大
き
く
、
セ
メ
ン
ト
量
に
比
べ
明
ら
か
に
多
量
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
共
通

す
る
。
施
工
が
粗
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
礫
の
隙
間
に
は
空
洞
が
多
く
、
明

ら
か
に
強
度
が
低
い
と
思
わ
れ
、　

離
が
激
し
い
の
も
同
様
で
あ
る
。

（
２
）
遺
構
の
位
置
付
け

　

比
較
の
結
果
、
い
く
つ
か
共
通
し
な
い
点
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
構
成
は

共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

地
下
式
と
し
た
の
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
に
耐
え
る
た
め
で
、
低
質
な
が
ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
掩
体
を
有
す
る
。
鶴
見
崎
第
一
砲
台
で
は
、
砲
を
開
口
部

の
ほ
ぼ
真
下
に
据
え
て
い
た
状
況
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
で
も

同
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
開
口
方
向
か
ら
砲
は
北
東
方
向
を
指
向
し

て
い
た
と
い
え
る
。
奥
室
部
は
垂
見
峠
の
遺
構
に
は
無
い
が
、
作
業
が
全
体
の

90
％
で
止
ま
っ
た
状
況
か
ら
、
完
成
し
た
場
合
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
築
城
さ
れ
た
位
置
は
、
垂
見
峠
と
鶴
見
崎
で
大
き
く
異
な
る
が
、
砲

の
射
程
は
海
岸
線
を
入
れ
（
図
５
）
、
さ
ら
に
眼
前
の
尾
根
が
標
的
方
向
か
ら
の

視
線
を
遮
断
す
る
（
図
６
）
。
遺
構
１
と
遺
構
２
で
高
低
差
が
あ
る
の
は
、
各
遺

構
の
前
面
を
遮
断
す
る
、
尾
根
の
稜
線
の
高
さ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
で
あ

る
。

　

各
遺
構
に
砲
が
１
門
ず
つ
据
え
ら
れ
た
と
考
え
る
と
２
基
と
な
り
、
文
献
資

料
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
。
ま
た
、
開
口
方
向
が
芦
屋
の
沖
を
向
く
こ
と
か
ら
、

首
線
も
文
献
資
料
と
合
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
は
大
島
砲
台
の
加
農
を
２
門
備
え
た
平
射
臨
時

砲
台
と
位
置
付
け
る
。

（
３
）
課
題

　

こ
の
砲
台
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
観
測
所
が
未
確
認
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
観
測
所
は
、
標
的
の
位
置
・
方
向
・
距
離
等
を
観
測
し
、「
観
測
の
良

否
は
直
に
射
撃
の
成
果
に
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
」
た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
あ
る
。
砲
台
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
、
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。

５　

お
わ
り
に

　

研
究
の
結
果
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
を
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
平

射
臨
時
砲
台
と
位
置
付
け
た
。
北
部
九
州
に
は
、
こ
の
砲
台
の
よ
う
な
遺
構
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
太
平
洋
戦
争
末
期
の
日
本
本
土
の
様
相
を
知
る
た
め
に
も
、
そ
の
解
明

は
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
一
連
の
調
査
の
な
か
で
、
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
４
門
の
加
農
の
う
ち
、
残
り
の
２
門
の
移
転
先
に
つ
い
て
も
そ
の
遺
構
を
確

認
し
た
た
め
、
後
日
別
稿
で
報
告
す
る
。

註（
１
）
平
射
弾
道
で
遠
距
離
射
撃
を
可
能
に
し
た
火
砲
。
弾
丸
の
初
速
が
速
く
、
砲
身

が
長
い
の
が
特
徴
。

（
２
）
本
土
決
戦
態
勢
へ
移
行
す
る
た
め
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
１
月
22
日
に
発

足
し
た
陸
軍
の
機
関
。
九
州
方
面
の
各
部
隊
を
指
揮
・
運
用
し
た
。

（
３
）
睦
16
Ｈ
Ａ
（
西
部
軍
管
区
）
参
謀
部
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号　

第
十
六

方
面
軍
命
令　

福
岡　

五
月
二
十
一
日
十
五
時
」
（
昭
和
20
年
５
月
21
日
）
『
第
十

六
方
面
軍
作
命
綴　

昭
二
十
．
二
．
二
一
－
九
．
一
五
』
。

（
４
）
第
五
六
軍
司
令
部
「
第
五
十
六
軍
配
備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日　

集

成
五
万
分
一
地
形
図
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国

土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
５
）
大
本
営
陸
軍
部
「
大
陸
指
第2

4
1
9

号
別
冊　

国
土
築
城
実
施
要
綱　

昭
和
20
年

３
月
16
日
」
（
昭
和
20
年
３
月
16
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　
　

R
e
f
.
C
1
4
0
6
0
8
6
7
1
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
戦
法
研
究
参
考
資
料
綴
（
１
）
』

（
６
）
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」（
岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会
１
９
８
８
年
）
、
第
五
六
軍

司
令
部
「
第
四　

作
戦
準
備
進
渉
状
況　

其
一　

築
城
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛

省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国
土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
７
）
第
百
四
十
五
師
団
司
令
部
「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一　

第
百
四
十
五
師

団
戦
闘
計
画
（
案
）
」
（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
百
四
十
五

師
団
戦
史
資
料
』
。

（
８
）
15
は
砲
身
口
径
、
Ｋ
は
加
農
を
示
す
。

（
９
）
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
（
１
９
２
２
年
）
締
結
の
結
果
廃
艦
と
な
っ
た
、

巡
洋
戦
艦
「
伊
吹
」
の
主
砲
を
転
用
し
た
砲
塔
砲
台
で
、
現
在
も
砲
塔
を
収
め
た

砲
塔
井
等
の
遺
構
が
残
る
。

（
10
）
陸
軍
省
「
兵
器
調
達
並
改
修
ノ
件
」
（
昭
和
17
年
５
月
14
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
　R

e
f
.
C
0
1
0
0
0
2
8
5
8
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
昭
和
十
七
年　

陸

亜
密
大
日
記　

第
十
七
号　

２
／
３
』
に
は
、「
豊
豫
要
塞
鶴
見
崎
砲
台
に
応
ず
る

分
」
と
し
て
七
年
式
十
五
糎
加
農
の
電
気
照
準
具
一
式
と
射
角
板
４
個
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鶴
見
崎
砲
台
に
七
年
式
十
五
糎
加
農
４
門
が
配
備
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
11
）
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」（
大
正
15
年
８
月

　
　

１
日
～
昭
和
20
年
11
月
13
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

Ref.C14060991400

　
　

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
』
。

（
12
）
砲
座
３
と
砲
座
４
は
掩
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
途
中
ま
で
し
か
打
設
し
て

お
ら
ず
、
完
成
状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
13
）
こ
の
空
間
が
弾
薬
庫
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
資
料
は
無
い
が
、
砲
台
と
し
て

の
機
能
を
考
え
る
と
必
須
の
設
備
で
あ
る
。

（
14
）
半
分
は
埋
没
し
て
い
た
が
、
確
認
し
た
痕
跡
か
ら
復
元
す
る
と
12
本
の
ボ
ル
ト

痕
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）
岡
垣
町
～
芦
屋
町
に
広
が
る
三
里
松
原
海
岸
ま
で
、
遺
構
か
ら
約
２
～
９
㎞
の

距
離
で
あ
る
。

（
16
）
用
兵
図
書
株
式
会
社
「
砲
兵
觀
測
通
信
教
範
草
案
総
則
及
觀
測
」（
昭
和
６
年
７

月
20
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

Ref.C01001963600

防
衛
省
防
衛
研
究
所

蔵
『
永
存
書
類
付
属　

検
閲
済
典
範
類　

昭
和
６
年
』

参
考
文
献

池
田
拓　

２
０
１
６
「
大
島
砲
台
の
研
究
」
『
七
隈
史
学
』
18
、
七
隈
史
学
会

岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会　

１
９
８
８
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」『
岡
垣
町
史
』
岡
垣

町
、p

.
4
4
6

佐
山
二
郎　

２
０
１
１
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
」『
日
本
陸
軍
の
火
砲　

要
塞
砲
』
光

人
社
、p

.
3
1
8

下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会　

１
９
８
５
「
下
関
要
塞
と
下
関
重
砲
兵
聯
隊
」『
下
関

重
砲
兵
聯
隊
史
』
下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会
、p

.
2
1
6

米
陸
軍
省　

１
９
９
８
『
日
本
陸
軍
便
覧　

米
陸
軍
省
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

1
9
4
4

』
光
人
社
、p

p
.
3
7
1
-
3
7
2

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
７
２
『
戦
史
叢
書　

本
土
防
衛
作
戦
〈
２
〉
九

　

州
の
防
衛
』
朝
雲
新
聞
、p

p
.
3
4
2
-
3
4
3

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
８
０
『
戦
史
叢
書　

陸
海
軍
年
表　

付　

兵

　

語
・
用
語
の
解
説
』
朝
雲
新
聞
、p

.
3
6
6

三
重
野
勝
人　

２
０
１
０
「
戦
跡
「
豊
予
要
塞
」
の
実
像
を
探
る
」『
別
府
史
談
』
23
、

別
府
史
談
会
、p.

4
8

（
い
け
だ
た
く　

原
始
・
古
代
部
会
）

垂
見
峠
の
平
射
臨
時
砲
台　

―

大
島
砲
台
の
要
塞
砲
を
転
用
し
た
本
土
決
戦
用
砲
台
（
１
）―

（
１
）

（
４
）

（
２
）

（
３
）

池　

田　
　

拓

《
研
究
ノ
ー
ト
》
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１　

は
じ
め
に

　

宗
像
市
大
島
に
は
、
下
関
要
塞
を
構
成
す
る
大
島
砲
台
が
あ
り
、
玄
界
灘
や

響
灘
に
は
、
昭
和
10
年
代
に
陸
軍
が
多
数
の
砲
台
を
築
城
し
た
。
太
平
洋
戦
争

末
期
の
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
連
合
国
軍
の
日
本
本
土
上
陸
に
備
え
、
こ

れ
ら
の
火
砲
が
九
州
北
部
の
本
土
沿
岸
部
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
実
際
の

移
設
先
や
詳
細
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宗
像
市
と
岡
垣
町
の
境
を
な

す
垂
見
峠
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
確
認
し
た
（
図
１
）
。

　

本
稿
は
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
に
つ
い
て
、
他
の
遺
跡
と
の
比
較
検
討
を
通

し
て
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

な
お
文
中
の
引
用
文
は
、
読
解
を
平
易
に
す
る
た
め
、
漢
数
字
は
算
用
数
字

に
、
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
、
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

２　

研
究
の
方
法

　

遺
構
が
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
た
め
、
次
の

方
法
で
研
究
を
行
う
。

　

①
砲
台
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
文
献
資
料
の
集
成

　

②
遺
跡
の
調
査

　

③
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

　

④
②
と
③
の
調
査
結
果
の
比
較

　

⑤
考
察

３　

調
査
の
結
果

（
１
）
文
献
資
料
の
集
成

ａ
．
臨
時
砲
台
の
築
城
と
任
務

　

い
く
つ
か
の
資
料
に
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農
を
備
え
た
砲
台
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
第
16
方

面
軍
が
１
９
４
５
年
５
月
21
日
に
出
し
た
命
令
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号
」

で
あ
る
。
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
「
要
塞
火
砲
を
転
用
し
て
北
九
州
沿
岸
要
域
に

配
備
さ
せ
、
同
沿
岸
水
域
の
戦
備
を
急
速
強
化
す
る
よ
う
命
じ
た
」（
防
衛
庁
防

衛
研
修
所
戦
史
室
１
９
７
２
）
。
『
下
関
重
砲
兵
連
隊
史
』
に
は
、
下
関
要
塞
重

砲
兵
連
隊
第
６
中
隊
（
大
島
砲
台
配
備
）
の
15
糎
加
農
４
門
の
う
ち
２
門
が

「
第
56
軍
隷
下
の
第
１
４
５
師
団
に
配
属
さ
れ
、
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
村
内
内

浦
（
垂
見
峠
下
）
に
洞
窟
陣
地
を
構
築
。
備
砲
直
前
に
終
戦
」（
下
関
重
砲
兵
連

隊
史
刊
行
会
１
９
８
５
）
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
第
五
十
六
軍
配

備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
」
に
は
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農

を
備
え
た
平
射
臨
時
砲
台
の
符
号
が
記
載
さ
れ
、
首
線
は
芦
屋
の
沖
を
向
い
て

い
る
（
図
２
）
。
築
城
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
（
特
に
艦
砲
射
撃
）
に
耐
え
る
た
め
地

下
施
設
と
さ
れ
、
８
月
中
旬
に
は
迷
彩
も
施
さ
れ
、
洞
窟
掘
開
作
業
の
90
％
が

完
了
し
て
い
た
。

　

こ
の
砲
台
の
任
務
は
、「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一
第
百
四
十
五
師
団
戦

闘
計
画
（
案
）
」
で
、
「
配
属
海
岸
砲
（
15
Ｋ
）
を
以
て
（
中
略
）
垂
見
峠
附
近

に
陣
地
を
占
領
し
芦
屋
沿
岸
及
其
の
北
方
海
上
に
現
出
す
る
船
艇
の
破
捽
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
．
備
砲

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
平
射
臨
時
砲
台
の
備
砲
は
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
。
大
島
砲
台
の
備
砲
は
、
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
」
（
写
真
１
）

と
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
㊕
」
が
２
門
ず
つ
で
（
池
田
２
０
１
６
）
、

そ
の
う
ち
の
２
門
が
転
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
２
種
類
の
砲
の
ス
ペ
ッ

ク
は
同
じ
で
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７
５
１
５
㎜
、
最
大
射

程
２
２
６
０
０
ｍ
、
発
射
速
度
は
２
分
間
に
３
発
で
あ
る
。

（
２
）
遺
跡
の
調
査

　

文
献
資
料
は
、
垂
見
峠
付
近
に
平
射
臨
時
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
次
に
、
遺
構
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た

位
置
計
測
と
実
測
を
行
っ
た
。

ａ
．
位
置

　

遺
構
の
位
置
は
湯
川
山
と
孔
大
寺

山
の
間
に
あ
る
垂
見
峠
か
ら
、
湯
川

山
方
向
へ
約
１
３
０
ｍ
進
ん
だ
標
高

約
１
４
０
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。

　

遺
構
は
湯
川
山
と
孔
大
寺
山
を
結

ぶ
尾
根
を
水
平
方
向
に
掘
削
し
て
構

築
し
て
お
り
、
開
口
方
向
は
２
基
と

も
北
東
側
で
あ
る
。
開
口
方
向
の
視

界
は
、
小
規
模
な
谷
を
隔
て
た
先
の

別
の
尾
根
が
遮
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
計
測
（GARMIN eTrex10J

）

結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
、
２
基
の

遺
構
は
間
隔
が
約
37
ｍ
、
標
高
差
は
約
10
ｍ
で
あ
る
。

ｂ
．
各
遺
構
の
調
査
結
果

遺
構
１　
　

ア
ー
チ
形
天
井
を
も
つ
カ
マ
ボ
コ
形
を
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
遺
構
で
あ
る
（
図
３
、
写
真
２
）
。
平
面
形
は
幅
６
・
１
ｍ
、
奥
行
き
５
・

０
ｍ
の
概
ね
長
方
形
だ
が
、
奥
壁
は
中
央
部
に
向
か
っ
て
約
１
ｍ
後
退
す
る
。

高
さ
は
床
面
が
埋
没
し
て
い
る
も
の
の
天
井
ま
で
の
高
さ
は
３
・
５
ｍ
以
上
を

測
る
。
奥
壁
に
は
幅
２
・
０
ｍ
、
高
さ
１
・
８
ｍ
以
上
の
通
路
様
の
切
り
欠
き

が
あ
り
、
そ
の
奥
は
０
・
５
ｍ
程
の
奥
行
き
し
か
な
く
素
掘
り
の
岩
盤
が
露
出

し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
開
口
部
で
約
０
・
３
ｍ
、
奥
壁
の

切
り
欠
き
部
で
約
０
・
４
ｍ
で
あ
る
。
壁
面
や
天
井
に
は
打
設
時
の
型
枠
と
し

て
使
わ
れ
た
木
材
の
跡
が
残
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
５
㎝
前
後
の
粗
い
角
礫
が
か
な
り
多
く
混

じ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
に
は
木
も
混
ざ
り
込
ん
で
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
は
ひ
び
割
れ
防
止
と
経
済
性
向
上
の
た
め
、
骨
材
と
し
て
礫
を
意
図
的
に
混

ぜ
る
が
、
こ
の
遺
構
の
場
合
そ
う
で
は
な
く
嵩
増
し
の
た
め
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。
材
質
や
施
工
の
良
し
悪
し
の
影
響
は
定
か
で
は
な
い
が
、
天
井
の
前
端

部
は
崩
落
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の　

離
も
激
し
い
。

遺
構
２　
　

形
状
、
寸
法
は
遺
構
１
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
（
写
真
３
）
。
土
砂

の
流
入
が
よ
り
多
い
状
況
に
あ
り
、
奥
壁
の
切
り
欠
き
部
か
ら
は
土
砂
が
あ
ふ

れ
内
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

遺
構
１
と
同
様
で
あ
る
。

（
３
）
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

ａ
．
比
較
資
料
の
選
定

　

比
較
資
料
と
し
て
、
大
分
県
佐
伯
市
の
鶴
見
（
鶴
御
）
崎
第
一
砲
台
を
調
査

し
た
。
こ
の
砲
台
を
比
較
資
料
に
選
定
し
た
理
由
は
、
垂
見
峠
の
平
射
臨
時
砲

台
と
こ
の
砲
台
に
二
つ
の
共
通
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
は
時
期
的
な
も

の
で
、
同
じ
１
９
４
５
年
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
備
砲
が
同
じ
規

模
の
加
農
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ｂ
．
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
概
要

　

鶴
見
崎
砲
台
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
築
城
が
始
ま
っ
た
豊
予
要

塞
の
一
部
を
構
成
す
る
砲
台
で
あ
る
。
当
初
は
巡
洋
戦
艦
の
主
砲
を
転
用
し
た

砲
塔
砲
台
だ
っ
た
が
、
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
事
故
で
失
わ
れ
、
そ
の
代

わ
り
と
し
て
、
同
年
３
月
か
ら
「
鶴
見
崎
の
突
端
、
現
鶴
見
崎
灯
台
背
面
の
山

頂
に
15
セ
ン
チ
加
農
砲
４
門
を
備
え
た
砲
台
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
砲
台
は
鶴

見
崎
第
一
砲
台
と
命
名
さ
れ
た…

〔
中
略
〕
（
戦
局
が
悪
化
し
た
昭
和
20
年
３

月
に
は
、
）
鶴
見
崎
突
端
の
現
灯
台
北
側
崖
に
洞
窟
砲
座
を
築
い
て
砲
を
移
設

し
た
」
（
三
重
野
２
０
１
０
）
。
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」
に
は
、
こ

の
移
設
作
業
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
１
日
に
着
手
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

備
砲
の
七
年
式
十
五
糎
加
農
は
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７

５
１
５
㎜
、
最
大
射
程
２
０
２
０
０
ｍ
で
、
大
き
さ
は
大
島
砲
台
の
四
五
式
十

五
糎
加
農
改
造
固
定
式
と
同
様
で
あ
る
。

ｃ
．
調
査
内
容

　

鶴
見
崎
第
一
砲
台
は
、
豊
後
水
道
を
眼
前
に
臨
む
鶴
御
崎
の
断
崖
に
築
城
さ

れ
て
い
る
。
切
り
立
っ
た
崖
面
に
穹
窖
形
の
横
穴
を
掘
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
補
強
し
て
い
る
。
砲
座
は
全
部
で
４
基
あ
り
、
工
事
進
捗
の
関
係
か
全
て

現
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
砲
座
に
東
か
ら
順
に
砲
座
１
～
４
ま
で

の
番
号
を
付
与
し
識
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

現
地
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
砲
座
が
全
て
同
規
格
に
基
づ
い
て
築
城
さ
れ
た

も
の
と
考
え
た
う
え
で
、
流
入
土
等
の
影
響
か
ら
、
砲
座
１
と
砲
座
２
を
実
測

し
、
図
上
で
合
成
し
資
料
と
し
た
。
併
せ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
位
置
計
測
も
実

施
し
た
。

ｄ
．
調
査
結
果

　

各
砲
座
の
位
置
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

外
観
は
ア
ー
チ
形
天
井
の
穹
窖
式
で
、
平
面
は
長
方
形
の
掩
体
部
と
、
砲
側

弾
薬
庫
か
砲
員
の
退
避
場
所
の
機
能
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
Ｌ
字
形
の
奥
室
部
で

構
成
さ
れ
る
（
図
４
、
写
真
４
）
。

　

掩
体
部
は
幅
５
・
５
７
ｍ
、
奥
行
き
７
・
７
５
ｍ
で
、
最
大
高
５
・
４
５
ｍ

を
測
る
ア
ー
チ
形
天
井
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
開
口
部
に
は
備
砲

を
外
し
た
際
に
で
き
た
竪
穴
と
据
え
付
け
の
た
め
の
沈
定
ボ
ル
ト
の
跡
が
残
る
。

掩
体
を
構
成
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
、
岩
盤
の
掘
削
状
況
に
よ
っ

て
一
定
し
て
い
な
い
が
、
概
ね
０
・
３
ｍ
前
後
で
あ
る
。
奥
室
部
へ
は
、
掩
体

奥
壁
の
一
部
に
設
け
ら
れ
た
幅
２
・
２
０
ｍ
、
高
さ
２
・
１
４
ｍ
、
奥
行
き
２

ｍ
前
後
の
通
路
を
通
る
。
奥
室
部
は
岩
盤
を
素
掘
り
し
て
造
り
、
幅
約
２
・
５

ｍ
、
奥
行
き
約
３
・
０
ｍ
の
空
間
と
、
奥
側
に
向
か
っ
て
左
方
に
直
行
し
て
掘

ら
れ
た
幅
２
・
１
３
ｍ
、
奥
行
き
約
１
ｍ
の
空
間
で
構
成
さ
れ
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
垂
見
峠
の
遺
構
と
同
様
に
非
常
に
粗
雑
で
、

か
な
り
の
箇
所
で　

離
し
た
状
況
が
見
ら
れ
る
。

４　

考
察

（
１
）
垂
見
峠
の
遺
構
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
比
較

ａ
．
位
置

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
位
置
を
比
べ
る
と
、
垂
見
峠

の
遺
構
は
山
間
部
に
位
置
し
、
鶴
見
崎
第
一
砲
台
が
海
に
直
接
面
す
る
位
置
に

あ
る
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ｂ
．
構
造

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
全
体
的
な
構
造
は
、
共
通
点

と
し
て
①
斜
面
（
崖
面
）
を
穹
窖
形
に
掘
削
し
た
横
穴
式
で
あ
る
こ
と
、
②
厚

さ
０
・
３
ｍ
前
後
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
奥
壁

に
設
け
ら
れ
た
切
り
欠
き
（
通
路
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
相
違
点
と

し
て
①
幅
、
奥
行
き
、
高
さ
の
寸
法
、
②
平
面
プ
ラ
ン
、
③
奥
室
の
有
無
が
指

摘
で
き
る
。

ｃ
．
材
質

　

使
用
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
骨
材
と
し
て
混
入
さ
れ
る
礫
が
い
ず

れ
も
大
き
く
、
セ
メ
ン
ト
量
に
比
べ
明
ら
か
に
多
量
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
共
通

す
る
。
施
工
が
粗
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
礫
の
隙
間
に
は
空
洞
が
多
く
、
明

ら
か
に
強
度
が
低
い
と
思
わ
れ
、　

離
が
激
し
い
の
も
同
様
で
あ
る
。

（
２
）
遺
構
の
位
置
付
け

　

比
較
の
結
果
、
い
く
つ
か
共
通
し
な
い
点
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
構
成
は

共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

地
下
式
と
し
た
の
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
に
耐
え
る
た
め
で
、
低
質
な
が
ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
掩
体
を
有
す
る
。
鶴
見
崎
第
一
砲
台
で
は
、
砲
を
開
口
部

の
ほ
ぼ
真
下
に
据
え
て
い
た
状
況
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
で
も

同
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
開
口
方
向
か
ら
砲
は
北
東
方
向
を
指
向
し

て
い
た
と
い
え
る
。
奥
室
部
は
垂
見
峠
の
遺
構
に
は
無
い
が
、
作
業
が
全
体
の

90
％
で
止
ま
っ
た
状
況
か
ら
、
完
成
し
た
場
合
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
築
城
さ
れ
た
位
置
は
、
垂
見
峠
と
鶴
見
崎
で
大
き
く
異
な
る
が
、
砲

の
射
程
は
海
岸
線
を
入
れ
（
図
５
）
、
さ
ら
に
眼
前
の
尾
根
が
標
的
方
向
か
ら
の

視
線
を
遮
断
す
る
（
図
６
）
。
遺
構
１
と
遺
構
２
で
高
低
差
が
あ
る
の
は
、
各
遺

構
の
前
面
を
遮
断
す
る
、
尾
根
の
稜
線
の
高
さ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
で
あ

る
。

　

各
遺
構
に
砲
が
１
門
ず
つ
据
え
ら
れ
た
と
考
え
る
と
２
基
と
な
り
、
文
献
資

料
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
。
ま
た
、
開
口
方
向
が
芦
屋
の
沖
を
向
く
こ
と
か
ら
、

首
線
も
文
献
資
料
と
合
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
は
大
島
砲
台
の
加
農
を
２
門
備
え
た
平
射
臨
時

砲
台
と
位
置
付
け
る
。

（
３
）
課
題

　

こ
の
砲
台
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
観
測
所
が
未
確
認
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
観
測
所
は
、
標
的
の
位
置
・
方
向
・
距
離
等
を
観
測
し
、「
観
測
の
良

否
は
直
に
射
撃
の
成
果
に
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
」
た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
あ
る
。
砲
台
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
、
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。

５　

お
わ
り
に

　

研
究
の
結
果
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
を
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
平

射
臨
時
砲
台
と
位
置
付
け
た
。
北
部
九
州
に
は
、
こ
の
砲
台
の
よ
う
な
遺
構
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
太
平
洋
戦
争
末
期
の
日
本
本
土
の
様
相
を
知
る
た
め
に
も
、
そ
の
解
明

は
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
一
連
の
調
査
の
な
か
で
、
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
４
門
の
加
農
の
う
ち
、
残
り
の
２
門
の
移
転
先
に
つ
い
て
も
そ
の
遺
構
を
確

認
し
た
た
め
、
後
日
別
稿
で
報
告
す
る
。

註（
１
）
平
射
弾
道
で
遠
距
離
射
撃
を
可
能
に
し
た
火
砲
。
弾
丸
の
初
速
が
速
く
、
砲
身

が
長
い
の
が
特
徴
。

（
２
）
本
土
決
戦
態
勢
へ
移
行
す
る
た
め
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
１
月
22
日
に
発

足
し
た
陸
軍
の
機
関
。
九
州
方
面
の
各
部
隊
を
指
揮
・
運
用
し
た
。

（
３
）
睦
16
Ｈ
Ａ
（
西
部
軍
管
区
）
参
謀
部
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号　

第
十
六

方
面
軍
命
令　

福
岡　

五
月
二
十
一
日
十
五
時
」
（
昭
和
20
年
５
月
21
日
）
『
第
十

六
方
面
軍
作
命
綴　

昭
二
十
．
二
．
二
一
－
九
．
一
五
』
。

（
４
）
第
五
六
軍
司
令
部
「
第
五
十
六
軍
配
備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日　

集

成
五
万
分
一
地
形
図
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国

土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
５
）
大
本
営
陸
軍
部
「
大
陸
指
第2

4
1
9

号
別
冊　

国
土
築
城
実
施
要
綱　

昭
和
20
年

３
月
16
日
」
（
昭
和
20
年
３
月
16
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　
　

R
e
f
.
C
1
4
0
6
0
8
6
7
1
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
戦
法
研
究
参
考
資
料
綴
（
１
）
』

（
６
）
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」（
岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会
１
９
８
８
年
）
、
第
五
六
軍

司
令
部
「
第
四　

作
戦
準
備
進
渉
状
況　

其
一　

築
城
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛

省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国
土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
７
）
第
百
四
十
五
師
団
司
令
部
「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一　

第
百
四
十
五
師

団
戦
闘
計
画
（
案
）
」
（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
百
四
十
五

師
団
戦
史
資
料
』
。

（
８
）
15
は
砲
身
口
径
、
Ｋ
は
加
農
を
示
す
。

（
９
）
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
（
１
９
２
２
年
）
締
結
の
結
果
廃
艦
と
な
っ
た
、

巡
洋
戦
艦
「
伊
吹
」
の
主
砲
を
転
用
し
た
砲
塔
砲
台
で
、
現
在
も
砲
塔
を
収
め
た

砲
塔
井
等
の
遺
構
が
残
る
。

（
10
）
陸
軍
省
「
兵
器
調
達
並
改
修
ノ
件
」
（
昭
和
17
年
５
月
14
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
　R

e
f
.
C
0
1
0
0
0
2
8
5
8
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
昭
和
十
七
年　

陸

亜
密
大
日
記　

第
十
七
号　

２
／
３
』
に
は
、「
豊
豫
要
塞
鶴
見
崎
砲
台
に
応
ず
る

分
」
と
し
て
七
年
式
十
五
糎
加
農
の
電
気
照
準
具
一
式
と
射
角
板
４
個
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鶴
見
崎
砲
台
に
七
年
式
十
五
糎
加
農
４
門
が
配
備
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
11
）
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」（
大
正
15
年
８
月

　
　

１
日
～
昭
和
20
年
11
月
13
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

Ref.C14060991400

　
　

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
』
。

（
12
）
砲
座
３
と
砲
座
４
は
掩
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
途
中
ま
で
し
か
打
設
し
て

お
ら
ず
、
完
成
状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
13
）
こ
の
空
間
が
弾
薬
庫
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
資
料
は
無
い
が
、
砲
台
と
し
て

の
機
能
を
考
え
る
と
必
須
の
設
備
で
あ
る
。

（
14
）
半
分
は
埋
没
し
て
い
た
が
、
確
認
し
た
痕
跡
か
ら
復
元
す
る
と
12
本
の
ボ
ル
ト

痕
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）
岡
垣
町
～
芦
屋
町
に
広
が
る
三
里
松
原
海
岸
ま
で
、
遺
構
か
ら
約
２
～
９
㎞
の

距
離
で
あ
る
。

（
16
）
用
兵
図
書
株
式
会
社
「
砲
兵
觀
測
通
信
教
範
草
案
総
則
及
觀
測
」（
昭
和
６
年
７

月
20
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

Ref.C01001963600

防
衛
省
防
衛
研
究
所

蔵
『
永
存
書
類
付
属　

検
閲
済
典
範
類　

昭
和
６
年
』

参
考
文
献

池
田
拓　

２
０
１
６
「
大
島
砲
台
の
研
究
」
『
七
隈
史
学
』
18
、
七
隈
史
学
会

岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会　

１
９
８
８
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」『
岡
垣
町
史
』
岡
垣

町
、p

.
4
4
6

佐
山
二
郎　

２
０
１
１
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
」『
日
本
陸
軍
の
火
砲　

要
塞
砲
』
光

人
社
、p

.
3
1
8

下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会　

１
９
８
５
「
下
関
要
塞
と
下
関
重
砲
兵
聯
隊
」『
下
関

重
砲
兵
聯
隊
史
』
下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会
、p

.
2
1
6

米
陸
軍
省　

１
９
９
８
『
日
本
陸
軍
便
覧　

米
陸
軍
省
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

1
9
4
4

』
光
人
社
、p

p
.
3
7
1
-
3
7
2

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
７
２
『
戦
史
叢
書　

本
土
防
衛
作
戦
〈
２
〉
九

　

州
の
防
衛
』
朝
雲
新
聞
、p

p
.
3
4
2
-
3
4
3

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
８
０
『
戦
史
叢
書　

陸
海
軍
年
表　

付　

兵

　

語
・
用
語
の
解
説
』
朝
雲
新
聞
、p

.
3
6
6

三
重
野
勝
人　

２
０
１
０
「
戦
跡
「
豊
予
要
塞
」
の
実
像
を
探
る
」『
別
府
史
談
』
23
、

別
府
史
談
会
、p.

4
8

（
い
け
だ
た
く　

原
始
・
古
代
部
会
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

図 1　遺構の位置（1/25,000）

図 2　資料中の平射臨時砲台の符号

遺構の位置

 

宗像市
 

岡垣町  

垂見峠

 

△湯川山

 

△孔大寺山 
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１　

は
じ
め
に

　

宗
像
市
大
島
に
は
、
下
関
要
塞
を
構
成
す
る
大
島
砲
台
が
あ
り
、
玄
界
灘
や

響
灘
に
は
、
昭
和
10
年
代
に
陸
軍
が
多
数
の
砲
台
を
築
城
し
た
。
太
平
洋
戦
争

末
期
の
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
連
合
国
軍
の
日
本
本
土
上
陸
に
備
え
、
こ

れ
ら
の
火
砲
が
九
州
北
部
の
本
土
沿
岸
部
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
実
際
の

移
設
先
や
詳
細
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宗
像
市
と
岡
垣
町
の
境
を
な

す
垂
見
峠
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
確
認
し
た
（
図
１
）
。

　

本
稿
は
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
に
つ
い
て
、
他
の
遺
跡
と
の
比
較
検
討
を
通

し
て
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

な
お
文
中
の
引
用
文
は
、
読
解
を
平
易
に
す
る
た
め
、
漢
数
字
は
算
用
数
字

に
、
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
、
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

２　

研
究
の
方
法

　

遺
構
が
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
た
め
、
次
の

方
法
で
研
究
を
行
う
。

　

①
砲
台
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
文
献
資
料
の
集
成

　

②
遺
跡
の
調
査

　

③
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

　

④
②
と
③
の
調
査
結
果
の
比
較

　

⑤
考
察

３　

調
査
の
結
果

（
１
）
文
献
資
料
の
集
成

ａ
．
臨
時
砲
台
の
築
城
と
任
務

　

い
く
つ
か
の
資
料
に
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農
を
備
え
た
砲
台
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
第
16
方

面
軍
が
１
９
４
５
年
５
月
21
日
に
出
し
た
命
令
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号
」

で
あ
る
。
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
「
要
塞
火
砲
を
転
用
し
て
北
九
州
沿
岸
要
域
に

配
備
さ
せ
、
同
沿
岸
水
域
の
戦
備
を
急
速
強
化
す
る
よ
う
命
じ
た
」（
防
衛
庁
防

衛
研
修
所
戦
史
室
１
９
７
２
）
。
『
下
関
重
砲
兵
連
隊
史
』
に
は
、
下
関
要
塞
重

砲
兵
連
隊
第
６
中
隊
（
大
島
砲
台
配
備
）
の
15
糎
加
農
４
門
の
う
ち
２
門
が

「
第
56
軍
隷
下
の
第
１
４
５
師
団
に
配
属
さ
れ
、
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
村
内
内

浦
（
垂
見
峠
下
）
に
洞
窟
陣
地
を
構
築
。
備
砲
直
前
に
終
戦
」（
下
関
重
砲
兵
連

隊
史
刊
行
会
１
９
８
５
）
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
第
五
十
六
軍
配

備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
」
に
は
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農

を
備
え
た
平
射
臨
時
砲
台
の
符
号
が
記
載
さ
れ
、
首
線
は
芦
屋
の
沖
を
向
い
て

い
る
（
図
２
）
。
築
城
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
（
特
に
艦
砲
射
撃
）
に
耐
え
る
た
め
地

下
施
設
と
さ
れ
、
８
月
中
旬
に
は
迷
彩
も
施
さ
れ
、
洞
窟
掘
開
作
業
の
90
％
が

完
了
し
て
い
た
。

　

こ
の
砲
台
の
任
務
は
、「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一
第
百
四
十
五
師
団
戦

闘
計
画
（
案
）
」
で
、
「
配
属
海
岸
砲
（
15
Ｋ
）
を
以
て
（
中
略
）
垂
見
峠
附
近

に
陣
地
を
占
領
し
芦
屋
沿
岸
及
其
の
北
方
海
上
に
現
出
す
る
船
艇
の
破
捽
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
．
備
砲

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
平
射
臨
時
砲
台
の
備
砲
は
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
。
大
島
砲
台
の
備
砲
は
、
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
」
（
写
真
１
）

と
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
㊕
」
が
２
門
ず
つ
で
（
池
田
２
０
１
６
）
、

そ
の
う
ち
の
２
門
が
転
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
２
種
類
の
砲
の
ス
ペ
ッ

ク
は
同
じ
で
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７
５
１
５
㎜
、
最
大
射

程
２
２
６
０
０
ｍ
、
発
射
速
度
は
２
分
間
に
３
発
で
あ
る
。

（
２
）
遺
跡
の
調
査

　

文
献
資
料
は
、
垂
見
峠
付
近
に
平
射
臨
時
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
次
に
、
遺
構
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た

位
置
計
測
と
実
測
を
行
っ
た
。

ａ
．
位
置

　

遺
構
の
位
置
は
湯
川
山
と
孔
大
寺

山
の
間
に
あ
る
垂
見
峠
か
ら
、
湯
川

山
方
向
へ
約
１
３
０
ｍ
進
ん
だ
標
高

約
１
４
０
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。

　

遺
構
は
湯
川
山
と
孔
大
寺
山
を
結

ぶ
尾
根
を
水
平
方
向
に
掘
削
し
て
構

築
し
て
お
り
、
開
口
方
向
は
２
基
と

も
北
東
側
で
あ
る
。
開
口
方
向
の
視

界
は
、
小
規
模
な
谷
を
隔
て
た
先
の

別
の
尾
根
が
遮
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
計
測
（GARMIN eTrex10J

）

結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
、
２
基
の

遺
構
は
間
隔
が
約
37
ｍ
、
標
高
差
は
約
10
ｍ
で
あ
る
。

ｂ
．
各
遺
構
の
調
査
結
果

遺
構
１　
　

ア
ー
チ
形
天
井
を
も
つ
カ
マ
ボ
コ
形
を
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
遺
構
で
あ
る
（
図
３
、
写
真
２
）
。
平
面
形
は
幅
６
・
１
ｍ
、
奥
行
き
５
・

０
ｍ
の
概
ね
長
方
形
だ
が
、
奥
壁
は
中
央
部
に
向
か
っ
て
約
１
ｍ
後
退
す
る
。

高
さ
は
床
面
が
埋
没
し
て
い
る
も
の
の
天
井
ま
で
の
高
さ
は
３
・
５
ｍ
以
上
を

測
る
。
奥
壁
に
は
幅
２
・
０
ｍ
、
高
さ
１
・
８
ｍ
以
上
の
通
路
様
の
切
り
欠
き

が
あ
り
、
そ
の
奥
は
０
・
５
ｍ
程
の
奥
行
き
し
か
な
く
素
掘
り
の
岩
盤
が
露
出

し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
開
口
部
で
約
０
・
３
ｍ
、
奥
壁
の

切
り
欠
き
部
で
約
０
・
４
ｍ
で
あ
る
。
壁
面
や
天
井
に
は
打
設
時
の
型
枠
と
し

て
使
わ
れ
た
木
材
の
跡
が
残
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
５
㎝
前
後
の
粗
い
角
礫
が
か
な
り
多
く
混

じ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
に
は
木
も
混
ざ
り
込
ん
で
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
は
ひ
び
割
れ
防
止
と
経
済
性
向
上
の
た
め
、
骨
材
と
し
て
礫
を
意
図
的
に
混

ぜ
る
が
、
こ
の
遺
構
の
場
合
そ
う
で
は
な
く
嵩
増
し
の
た
め
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。
材
質
や
施
工
の
良
し
悪
し
の
影
響
は
定
か
で
は
な
い
が
、
天
井
の
前
端

部
は
崩
落
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の　

離
も
激
し
い
。

遺
構
２　
　

形
状
、
寸
法
は
遺
構
１
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
（
写
真
３
）
。
土
砂

の
流
入
が
よ
り
多
い
状
況
に
あ
り
、
奥
壁
の
切
り
欠
き
部
か
ら
は
土
砂
が
あ
ふ

れ
内
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

遺
構
１
と
同
様
で
あ
る
。

（
３
）
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

ａ
．
比
較
資
料
の
選
定

　

比
較
資
料
と
し
て
、
大
分
県
佐
伯
市
の
鶴
見
（
鶴
御
）
崎
第
一
砲
台
を
調
査

し
た
。
こ
の
砲
台
を
比
較
資
料
に
選
定
し
た
理
由
は
、
垂
見
峠
の
平
射
臨
時
砲

台
と
こ
の
砲
台
に
二
つ
の
共
通
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
は
時
期
的
な
も

の
で
、
同
じ
１
９
４
５
年
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
備
砲
が
同
じ
規

模
の
加
農
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ｂ
．
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
概
要

　

鶴
見
崎
砲
台
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
築
城
が
始
ま
っ
た
豊
予
要

塞
の
一
部
を
構
成
す
る
砲
台
で
あ
る
。
当
初
は
巡
洋
戦
艦
の
主
砲
を
転
用
し
た

砲
塔
砲
台
だ
っ
た
が
、
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
事
故
で
失
わ
れ
、
そ
の
代

わ
り
と
し
て
、
同
年
３
月
か
ら
「
鶴
見
崎
の
突
端
、
現
鶴
見
崎
灯
台
背
面
の
山

頂
に
15
セ
ン
チ
加
農
砲
４
門
を
備
え
た
砲
台
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
砲
台
は
鶴

見
崎
第
一
砲
台
と
命
名
さ
れ
た…

〔
中
略
〕
（
戦
局
が
悪
化
し
た
昭
和
20
年
３

月
に
は
、
）
鶴
見
崎
突
端
の
現
灯
台
北
側
崖
に
洞
窟
砲
座
を
築
い
て
砲
を
移
設

し
た
」
（
三
重
野
２
０
１
０
）
。
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」
に
は
、
こ

の
移
設
作
業
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
１
日
に
着
手
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

備
砲
の
七
年
式
十
五
糎
加
農
は
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７

５
１
５
㎜
、
最
大
射
程
２
０
２
０
０
ｍ
で
、
大
き
さ
は
大
島
砲
台
の
四
五
式
十

五
糎
加
農
改
造
固
定
式
と
同
様
で
あ
る
。

ｃ
．
調
査
内
容

　

鶴
見
崎
第
一
砲
台
は
、
豊
後
水
道
を
眼
前
に
臨
む
鶴
御
崎
の
断
崖
に
築
城
さ

れ
て
い
る
。
切
り
立
っ
た
崖
面
に
穹
窖
形
の
横
穴
を
掘
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
補
強
し
て
い
る
。
砲
座
は
全
部
で
４
基
あ
り
、
工
事
進
捗
の
関
係
か
全
て

現
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
砲
座
に
東
か
ら
順
に
砲
座
１
～
４
ま
で

の
番
号
を
付
与
し
識
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

現
地
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
砲
座
が
全
て
同
規
格
に
基
づ
い
て
築
城
さ
れ
た

も
の
と
考
え
た
う
え
で
、
流
入
土
等
の
影
響
か
ら
、
砲
座
１
と
砲
座
２
を
実
測

し
、
図
上
で
合
成
し
資
料
と
し
た
。
併
せ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
位
置
計
測
も
実

施
し
た
。

ｄ
．
調
査
結
果

　

各
砲
座
の
位
置
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

外
観
は
ア
ー
チ
形
天
井
の
穹
窖
式
で
、
平
面
は
長
方
形
の
掩
体
部
と
、
砲
側

弾
薬
庫
か
砲
員
の
退
避
場
所
の
機
能
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
Ｌ
字
形
の
奥
室
部
で

構
成
さ
れ
る
（
図
４
、
写
真
４
）
。

　

掩
体
部
は
幅
５
・
５
７
ｍ
、
奥
行
き
７
・
７
５
ｍ
で
、
最
大
高
５
・
４
５
ｍ

を
測
る
ア
ー
チ
形
天
井
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
開
口
部
に
は
備
砲

を
外
し
た
際
に
で
き
た
竪
穴
と
据
え
付
け
の
た
め
の
沈
定
ボ
ル
ト
の
跡
が
残
る
。

掩
体
を
構
成
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
、
岩
盤
の
掘
削
状
況
に
よ
っ

て
一
定
し
て
い
な
い
が
、
概
ね
０
・
３
ｍ
前
後
で
あ
る
。
奥
室
部
へ
は
、
掩
体

奥
壁
の
一
部
に
設
け
ら
れ
た
幅
２
・
２
０
ｍ
、
高
さ
２
・
１
４
ｍ
、
奥
行
き
２

ｍ
前
後
の
通
路
を
通
る
。
奥
室
部
は
岩
盤
を
素
掘
り
し
て
造
り
、
幅
約
２
・
５

ｍ
、
奥
行
き
約
３
・
０
ｍ
の
空
間
と
、
奥
側
に
向
か
っ
て
左
方
に
直
行
し
て
掘

ら
れ
た
幅
２
・
１
３
ｍ
、
奥
行
き
約
１
ｍ
の
空
間
で
構
成
さ
れ
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
垂
見
峠
の
遺
構
と
同
様
に
非
常
に
粗
雑
で
、

か
な
り
の
箇
所
で　

離
し
た
状
況
が
見
ら
れ
る
。

４　

考
察

（
１
）
垂
見
峠
の
遺
構
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
比
較

ａ
．
位
置

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
位
置
を
比
べ
る
と
、
垂
見
峠

の
遺
構
は
山
間
部
に
位
置
し
、
鶴
見
崎
第
一
砲
台
が
海
に
直
接
面
す
る
位
置
に

あ
る
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ｂ
．
構
造

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
全
体
的
な
構
造
は
、
共
通
点

と
し
て
①
斜
面
（
崖
面
）
を
穹
窖
形
に
掘
削
し
た
横
穴
式
で
あ
る
こ
と
、
②
厚

さ
０
・
３
ｍ
前
後
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
奥
壁

に
設
け
ら
れ
た
切
り
欠
き
（
通
路
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
相
違
点
と

し
て
①
幅
、
奥
行
き
、
高
さ
の
寸
法
、
②
平
面
プ
ラ
ン
、
③
奥
室
の
有
無
が
指

摘
で
き
る
。

ｃ
．
材
質

　

使
用
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
骨
材
と
し
て
混
入
さ
れ
る
礫
が
い
ず

れ
も
大
き
く
、
セ
メ
ン
ト
量
に
比
べ
明
ら
か
に
多
量
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
共
通

す
る
。
施
工
が
粗
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
礫
の
隙
間
に
は
空
洞
が
多
く
、
明

ら
か
に
強
度
が
低
い
と
思
わ
れ
、　

離
が
激
し
い
の
も
同
様
で
あ
る
。

（
２
）
遺
構
の
位
置
付
け

　

比
較
の
結
果
、
い
く
つ
か
共
通
し
な
い
点
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
構
成
は

共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

地
下
式
と
し
た
の
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
に
耐
え
る
た
め
で
、
低
質
な
が
ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
掩
体
を
有
す
る
。
鶴
見
崎
第
一
砲
台
で
は
、
砲
を
開
口
部

の
ほ
ぼ
真
下
に
据
え
て
い
た
状
況
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
で
も

同
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
開
口
方
向
か
ら
砲
は
北
東
方
向
を
指
向
し

て
い
た
と
い
え
る
。
奥
室
部
は
垂
見
峠
の
遺
構
に
は
無
い
が
、
作
業
が
全
体
の

90
％
で
止
ま
っ
た
状
況
か
ら
、
完
成
し
た
場
合
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
築
城
さ
れ
た
位
置
は
、
垂
見
峠
と
鶴
見
崎
で
大
き
く
異
な
る
が
、
砲

の
射
程
は
海
岸
線
を
入
れ
（
図
５
）
、
さ
ら
に
眼
前
の
尾
根
が
標
的
方
向
か
ら
の

視
線
を
遮
断
す
る
（
図
６
）
。
遺
構
１
と
遺
構
２
で
高
低
差
が
あ
る
の
は
、
各
遺

構
の
前
面
を
遮
断
す
る
、
尾
根
の
稜
線
の
高
さ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
で
あ

る
。

　

各
遺
構
に
砲
が
１
門
ず
つ
据
え
ら
れ
た
と
考
え
る
と
２
基
と
な
り
、
文
献
資

料
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
。
ま
た
、
開
口
方
向
が
芦
屋
の
沖
を
向
く
こ
と
か
ら
、

首
線
も
文
献
資
料
と
合
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
は
大
島
砲
台
の
加
農
を
２
門
備
え
た
平
射
臨
時

砲
台
と
位
置
付
け
る
。

（
３
）
課
題

　

こ
の
砲
台
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
観
測
所
が
未
確
認
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
観
測
所
は
、
標
的
の
位
置
・
方
向
・
距
離
等
を
観
測
し
、「
観
測
の
良

否
は
直
に
射
撃
の
成
果
に
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
」
た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
あ
る
。
砲
台
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
、
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。

５　

お
わ
り
に

　

研
究
の
結
果
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
を
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
平

射
臨
時
砲
台
と
位
置
付
け
た
。
北
部
九
州
に
は
、
こ
の
砲
台
の
よ
う
な
遺
構
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
太
平
洋
戦
争
末
期
の
日
本
本
土
の
様
相
を
知
る
た
め
に
も
、
そ
の
解
明

は
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
一
連
の
調
査
の
な
か
で
、
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
４
門
の
加
農
の
う
ち
、
残
り
の
２
門
の
移
転
先
に
つ
い
て
も
そ
の
遺
構
を
確

認
し
た
た
め
、
後
日
別
稿
で
報
告
す
る
。

註（
１
）
平
射
弾
道
で
遠
距
離
射
撃
を
可
能
に
し
た
火
砲
。
弾
丸
の
初
速
が
速
く
、
砲
身

が
長
い
の
が
特
徴
。

（
２
）
本
土
決
戦
態
勢
へ
移
行
す
る
た
め
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
１
月
22
日
に
発

足
し
た
陸
軍
の
機
関
。
九
州
方
面
の
各
部
隊
を
指
揮
・
運
用
し
た
。

（
３
）
睦
16
Ｈ
Ａ
（
西
部
軍
管
区
）
参
謀
部
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号　

第
十
六

方
面
軍
命
令　

福
岡　

五
月
二
十
一
日
十
五
時
」
（
昭
和
20
年
５
月
21
日
）
『
第
十

六
方
面
軍
作
命
綴　

昭
二
十
．
二
．
二
一
－
九
．
一
五
』
。

（
４
）
第
五
六
軍
司
令
部
「
第
五
十
六
軍
配
備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日　

集

成
五
万
分
一
地
形
図
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国

土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
５
）
大
本
営
陸
軍
部
「
大
陸
指
第2

4
1
9

号
別
冊　

国
土
築
城
実
施
要
綱　

昭
和
20
年

３
月
16
日
」
（
昭
和
20
年
３
月
16
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　
　

R
e
f
.
C
1
4
0
6
0
8
6
7
1
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
戦
法
研
究
参
考
資
料
綴
（
１
）
』

（
６
）
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」（
岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会
１
９
８
８
年
）
、
第
五
六
軍

司
令
部
「
第
四　

作
戦
準
備
進
渉
状
況　

其
一　

築
城
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛

省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国
土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
７
）
第
百
四
十
五
師
団
司
令
部
「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一　

第
百
四
十
五
師

団
戦
闘
計
画
（
案
）
」
（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
百
四
十
五

師
団
戦
史
資
料
』
。

（
８
）
15
は
砲
身
口
径
、
Ｋ
は
加
農
を
示
す
。

（
９
）
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
（
１
９
２
２
年
）
締
結
の
結
果
廃
艦
と
な
っ
た
、

巡
洋
戦
艦
「
伊
吹
」
の
主
砲
を
転
用
し
た
砲
塔
砲
台
で
、
現
在
も
砲
塔
を
収
め
た

砲
塔
井
等
の
遺
構
が
残
る
。

（
10
）
陸
軍
省
「
兵
器
調
達
並
改
修
ノ
件
」
（
昭
和
17
年
５
月
14
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
　R

e
f
.
C
0
1
0
0
0
2
8
5
8
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
昭
和
十
七
年　

陸

亜
密
大
日
記　

第
十
七
号　

２
／
３
』
に
は
、「
豊
豫
要
塞
鶴
見
崎
砲
台
に
応
ず
る

分
」
と
し
て
七
年
式
十
五
糎
加
農
の
電
気
照
準
具
一
式
と
射
角
板
４
個
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鶴
見
崎
砲
台
に
七
年
式
十
五
糎
加
農
４
門
が
配
備
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
11
）
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」（
大
正
15
年
８
月

　
　

１
日
～
昭
和
20
年
11
月
13
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

Ref.C14060991400

　
　

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
』
。

（
12
）
砲
座
３
と
砲
座
４
は
掩
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
途
中
ま
で
し
か
打
設
し
て

お
ら
ず
、
完
成
状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
13
）
こ
の
空
間
が
弾
薬
庫
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
資
料
は
無
い
が
、
砲
台
と
し
て

の
機
能
を
考
え
る
と
必
須
の
設
備
で
あ
る
。

（
14
）
半
分
は
埋
没
し
て
い
た
が
、
確
認
し
た
痕
跡
か
ら
復
元
す
る
と
12
本
の
ボ
ル
ト

痕
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）
岡
垣
町
～
芦
屋
町
に
広
が
る
三
里
松
原
海
岸
ま
で
、
遺
構
か
ら
約
２
～
９
㎞
の

距
離
で
あ
る
。

（
16
）
用
兵
図
書
株
式
会
社
「
砲
兵
觀
測
通
信
教
範
草
案
総
則
及
觀
測
」（
昭
和
６
年
７

月
20
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

Ref.C01001963600

防
衛
省
防
衛
研
究
所

蔵
『
永
存
書
類
付
属　

検
閲
済
典
範
類　

昭
和
６
年
』

参
考
文
献

池
田
拓　

２
０
１
６
「
大
島
砲
台
の
研
究
」
『
七
隈
史
学
』
18
、
七
隈
史
学
会

岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会　

１
９
８
８
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」『
岡
垣
町
史
』
岡
垣

町
、p

.
4
4
6

佐
山
二
郎　

２
０
１
１
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
」『
日
本
陸
軍
の
火
砲　

要
塞
砲
』
光

人
社
、p

.
3
1
8

下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会　

１
９
８
５
「
下
関
要
塞
と
下
関
重
砲
兵
聯
隊
」『
下
関

重
砲
兵
聯
隊
史
』
下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会
、p

.
2
1
6

米
陸
軍
省　

１
９
９
８
『
日
本
陸
軍
便
覧　

米
陸
軍
省
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

1
9
4
4

』
光
人
社
、p

p
.
3
7
1
-
3
7
2

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
７
２
『
戦
史
叢
書　

本
土
防
衛
作
戦
〈
２
〉
九

　

州
の
防
衛
』
朝
雲
新
聞
、p

p
.
3
4
2
-
3
4
3

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
８
０
『
戦
史
叢
書　

陸
海
軍
年
表　

付　

兵

　

語
・
用
語
の
解
説
』
朝
雲
新
聞
、p

.
3
6
6

三
重
野
勝
人　

２
０
１
０
「
戦
跡
「
豊
予
要
塞
」
の
実
像
を
探
る
」『
別
府
史
談
』
23
、

別
府
史
談
会
、p.

4
8

（
い
け
だ
た
く　

原
始
・
古
代
部
会
）

表 1　垂見峠の遺構の経緯度

写真 1　四五式十五糎加農改造固定式（佐山 2011）

図 3　遺構 1（1/200）

遺構名 北緯 東経 

遺構1 33°51′44.66″ 130°33′58.53″ 

遺構2 33°51′44.78″ 130°33′57.10″ 

            

5m

推定



18

１　

は
じ
め
に

　

宗
像
市
大
島
に
は
、
下
関
要
塞
を
構
成
す
る
大
島
砲
台
が
あ
り
、
玄
界
灘
や

響
灘
に
は
、
昭
和
10
年
代
に
陸
軍
が
多
数
の
砲
台
を
築
城
し
た
。
太
平
洋
戦
争

末
期
の
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
連
合
国
軍
の
日
本
本
土
上
陸
に
備
え
、
こ

れ
ら
の
火
砲
が
九
州
北
部
の
本
土
沿
岸
部
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
実
際
の

移
設
先
や
詳
細
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宗
像
市
と
岡
垣
町
の
境
を
な

す
垂
見
峠
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
確
認
し
た
（
図
１
）
。

　

本
稿
は
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
に
つ
い
て
、
他
の
遺
跡
と
の
比
較
検
討
を
通

し
て
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

な
お
文
中
の
引
用
文
は
、
読
解
を
平
易
に
す
る
た
め
、
漢
数
字
は
算
用
数
字

に
、
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
、
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

２　

研
究
の
方
法

　

遺
構
が
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
た
め
、
次
の

方
法
で
研
究
を
行
う
。

　

①
砲
台
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
文
献
資
料
の
集
成

　

②
遺
跡
の
調
査

　

③
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

　

④
②
と
③
の
調
査
結
果
の
比
較

　

⑤
考
察

３　

調
査
の
結
果

（
１
）
文
献
資
料
の
集
成

ａ
．
臨
時
砲
台
の
築
城
と
任
務

　

い
く
つ
か
の
資
料
に
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農
を
備
え
た
砲
台
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
第
16
方

面
軍
が
１
９
４
５
年
５
月
21
日
に
出
し
た
命
令
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号
」

で
あ
る
。
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
「
要
塞
火
砲
を
転
用
し
て
北
九
州
沿
岸
要
域
に

配
備
さ
せ
、
同
沿
岸
水
域
の
戦
備
を
急
速
強
化
す
る
よ
う
命
じ
た
」（
防
衛
庁
防

衛
研
修
所
戦
史
室
１
９
７
２
）
。
『
下
関
重
砲
兵
連
隊
史
』
に
は
、
下
関
要
塞
重

砲
兵
連
隊
第
６
中
隊
（
大
島
砲
台
配
備
）
の
15
糎
加
農
４
門
の
う
ち
２
門
が

「
第
56
軍
隷
下
の
第
１
４
５
師
団
に
配
属
さ
れ
、
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
村
内
内

浦
（
垂
見
峠
下
）
に
洞
窟
陣
地
を
構
築
。
備
砲
直
前
に
終
戦
」（
下
関
重
砲
兵
連

隊
史
刊
行
会
１
９
８
５
）
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
第
五
十
六
軍
配

備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
」
に
は
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農

を
備
え
た
平
射
臨
時
砲
台
の
符
号
が
記
載
さ
れ
、
首
線
は
芦
屋
の
沖
を
向
い
て

い
る
（
図
２
）
。
築
城
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
（
特
に
艦
砲
射
撃
）
に
耐
え
る
た
め
地

下
施
設
と
さ
れ
、
８
月
中
旬
に
は
迷
彩
も
施
さ
れ
、
洞
窟
掘
開
作
業
の
90
％
が

完
了
し
て
い
た
。

　

こ
の
砲
台
の
任
務
は
、「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一
第
百
四
十
五
師
団
戦

闘
計
画
（
案
）
」
で
、
「
配
属
海
岸
砲
（
15
Ｋ
）
を
以
て
（
中
略
）
垂
見
峠
附
近

に
陣
地
を
占
領
し
芦
屋
沿
岸
及
其
の
北
方
海
上
に
現
出
す
る
船
艇
の
破
捽
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
．
備
砲

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
平
射
臨
時
砲
台
の
備
砲
は
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
。
大
島
砲
台
の
備
砲
は
、
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
」
（
写
真
１
）

と
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
㊕
」
が
２
門
ず
つ
で
（
池
田
２
０
１
６
）
、

そ
の
う
ち
の
２
門
が
転
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
２
種
類
の
砲
の
ス
ペ
ッ

ク
は
同
じ
で
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７
５
１
５
㎜
、
最
大
射

程
２
２
６
０
０
ｍ
、
発
射
速
度
は
２
分
間
に
３
発
で
あ
る
。

（
２
）
遺
跡
の
調
査

　

文
献
資
料
は
、
垂
見
峠
付
近
に
平
射
臨
時
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
次
に
、
遺
構
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た

位
置
計
測
と
実
測
を
行
っ
た
。

ａ
．
位
置

　

遺
構
の
位
置
は
湯
川
山
と
孔
大
寺

山
の
間
に
あ
る
垂
見
峠
か
ら
、
湯
川

山
方
向
へ
約
１
３
０
ｍ
進
ん
だ
標
高

約
１
４
０
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。

　

遺
構
は
湯
川
山
と
孔
大
寺
山
を
結

ぶ
尾
根
を
水
平
方
向
に
掘
削
し
て
構

築
し
て
お
り
、
開
口
方
向
は
２
基
と

も
北
東
側
で
あ
る
。
開
口
方
向
の
視

界
は
、
小
規
模
な
谷
を
隔
て
た
先
の

別
の
尾
根
が
遮
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
計
測
（GARMIN eTrex10J

）

結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
、
２
基
の

遺
構
は
間
隔
が
約
37
ｍ
、
標
高
差
は
約
10
ｍ
で
あ
る
。

ｂ
．
各
遺
構
の
調
査
結
果

遺
構
１　
　

ア
ー
チ
形
天
井
を
も
つ
カ
マ
ボ
コ
形
を
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
遺
構
で
あ
る
（
図
３
、
写
真
２
）
。
平
面
形
は
幅
６
・
１
ｍ
、
奥
行
き
５
・

０
ｍ
の
概
ね
長
方
形
だ
が
、
奥
壁
は
中
央
部
に
向
か
っ
て
約
１
ｍ
後
退
す
る
。

高
さ
は
床
面
が
埋
没
し
て
い
る
も
の
の
天
井
ま
で
の
高
さ
は
３
・
５
ｍ
以
上
を

測
る
。
奥
壁
に
は
幅
２
・
０
ｍ
、
高
さ
１
・
８
ｍ
以
上
の
通
路
様
の
切
り
欠
き

が
あ
り
、
そ
の
奥
は
０
・
５
ｍ
程
の
奥
行
き
し
か
な
く
素
掘
り
の
岩
盤
が
露
出

し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
開
口
部
で
約
０
・
３
ｍ
、
奥
壁
の

切
り
欠
き
部
で
約
０
・
４
ｍ
で
あ
る
。
壁
面
や
天
井
に
は
打
設
時
の
型
枠
と
し

て
使
わ
れ
た
木
材
の
跡
が
残
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
５
㎝
前
後
の
粗
い
角
礫
が
か
な
り
多
く
混

じ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
に
は
木
も
混
ざ
り
込
ん
で
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
は
ひ
び
割
れ
防
止
と
経
済
性
向
上
の
た
め
、
骨
材
と
し
て
礫
を
意
図
的
に
混

ぜ
る
が
、
こ
の
遺
構
の
場
合
そ
う
で
は
な
く
嵩
増
し
の
た
め
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。
材
質
や
施
工
の
良
し
悪
し
の
影
響
は
定
か
で
は
な
い
が
、
天
井
の
前
端

部
は
崩
落
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の　

離
も
激
し
い
。

遺
構
２　
　

形
状
、
寸
法
は
遺
構
１
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
（
写
真
３
）
。
土
砂

の
流
入
が
よ
り
多
い
状
況
に
あ
り
、
奥
壁
の
切
り
欠
き
部
か
ら
は
土
砂
が
あ
ふ

れ
内
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

遺
構
１
と
同
様
で
あ
る
。

（
３
）
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

ａ
．
比
較
資
料
の
選
定

　

比
較
資
料
と
し
て
、
大
分
県
佐
伯
市
の
鶴
見
（
鶴
御
）
崎
第
一
砲
台
を
調
査

し
た
。
こ
の
砲
台
を
比
較
資
料
に
選
定
し
た
理
由
は
、
垂
見
峠
の
平
射
臨
時
砲

台
と
こ
の
砲
台
に
二
つ
の
共
通
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
は
時
期
的
な
も

の
で
、
同
じ
１
９
４
５
年
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
備
砲
が
同
じ
規

模
の
加
農
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ｂ
．
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
概
要

　

鶴
見
崎
砲
台
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
築
城
が
始
ま
っ
た
豊
予
要

塞
の
一
部
を
構
成
す
る
砲
台
で
あ
る
。
当
初
は
巡
洋
戦
艦
の
主
砲
を
転
用
し
た

砲
塔
砲
台
だ
っ
た
が
、
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
事
故
で
失
わ
れ
、
そ
の
代

わ
り
と
し
て
、
同
年
３
月
か
ら
「
鶴
見
崎
の
突
端
、
現
鶴
見
崎
灯
台
背
面
の
山

頂
に
15
セ
ン
チ
加
農
砲
４
門
を
備
え
た
砲
台
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
砲
台
は
鶴

見
崎
第
一
砲
台
と
命
名
さ
れ
た…

〔
中
略
〕
（
戦
局
が
悪
化
し
た
昭
和
20
年
３

月
に
は
、
）
鶴
見
崎
突
端
の
現
灯
台
北
側
崖
に
洞
窟
砲
座
を
築
い
て
砲
を
移
設

し
た
」
（
三
重
野
２
０
１
０
）
。
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」
に
は
、
こ

の
移
設
作
業
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
１
日
に
着
手
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

備
砲
の
七
年
式
十
五
糎
加
農
は
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７

５
１
５
㎜
、
最
大
射
程
２
０
２
０
０
ｍ
で
、
大
き
さ
は
大
島
砲
台
の
四
五
式
十

五
糎
加
農
改
造
固
定
式
と
同
様
で
あ
る
。

ｃ
．
調
査
内
容

　

鶴
見
崎
第
一
砲
台
は
、
豊
後
水
道
を
眼
前
に
臨
む
鶴
御
崎
の
断
崖
に
築
城
さ

れ
て
い
る
。
切
り
立
っ
た
崖
面
に
穹
窖
形
の
横
穴
を
掘
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
補
強
し
て
い
る
。
砲
座
は
全
部
で
４
基
あ
り
、
工
事
進
捗
の
関
係
か
全
て

現
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
砲
座
に
東
か
ら
順
に
砲
座
１
～
４
ま
で

の
番
号
を
付
与
し
識
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

現
地
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
砲
座
が
全
て
同
規
格
に
基
づ
い
て
築
城
さ
れ
た

も
の
と
考
え
た
う
え
で
、
流
入
土
等
の
影
響
か
ら
、
砲
座
１
と
砲
座
２
を
実
測

し
、
図
上
で
合
成
し
資
料
と
し
た
。
併
せ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
位
置
計
測
も
実

施
し
た
。

ｄ
．
調
査
結
果

　

各
砲
座
の
位
置
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

外
観
は
ア
ー
チ
形
天
井
の
穹
窖
式
で
、
平
面
は
長
方
形
の
掩
体
部
と
、
砲
側

弾
薬
庫
か
砲
員
の
退
避
場
所
の
機
能
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
Ｌ
字
形
の
奥
室
部
で

構
成
さ
れ
る
（
図
４
、
写
真
４
）
。

　

掩
体
部
は
幅
５
・
５
７
ｍ
、
奥
行
き
７
・
７
５
ｍ
で
、
最
大
高
５
・
４
５
ｍ

を
測
る
ア
ー
チ
形
天
井
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
開
口
部
に
は
備
砲

を
外
し
た
際
に
で
き
た
竪
穴
と
据
え
付
け
の
た
め
の
沈
定
ボ
ル
ト
の
跡
が
残
る
。

掩
体
を
構
成
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
、
岩
盤
の
掘
削
状
況
に
よ
っ

て
一
定
し
て
い
な
い
が
、
概
ね
０
・
３
ｍ
前
後
で
あ
る
。
奥
室
部
へ
は
、
掩
体

奥
壁
の
一
部
に
設
け
ら
れ
た
幅
２
・
２
０
ｍ
、
高
さ
２
・
１
４
ｍ
、
奥
行
き
２

ｍ
前
後
の
通
路
を
通
る
。
奥
室
部
は
岩
盤
を
素
掘
り
し
て
造
り
、
幅
約
２
・
５

ｍ
、
奥
行
き
約
３
・
０
ｍ
の
空
間
と
、
奥
側
に
向
か
っ
て
左
方
に
直
行
し
て
掘

ら
れ
た
幅
２
・
１
３
ｍ
、
奥
行
き
約
１
ｍ
の
空
間
で
構
成
さ
れ
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
垂
見
峠
の
遺
構
と
同
様
に
非
常
に
粗
雑
で
、

か
な
り
の
箇
所
で　

離
し
た
状
況
が
見
ら
れ
る
。

４　

考
察

（
１
）
垂
見
峠
の
遺
構
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
比
較

ａ
．
位
置

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
位
置
を
比
べ
る
と
、
垂
見
峠

の
遺
構
は
山
間
部
に
位
置
し
、
鶴
見
崎
第
一
砲
台
が
海
に
直
接
面
す
る
位
置
に

あ
る
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ｂ
．
構
造

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
全
体
的
な
構
造
は
、
共
通
点

と
し
て
①
斜
面
（
崖
面
）
を
穹
窖
形
に
掘
削
し
た
横
穴
式
で
あ
る
こ
と
、
②
厚

さ
０
・
３
ｍ
前
後
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
奥
壁

に
設
け
ら
れ
た
切
り
欠
き
（
通
路
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
相
違
点
と

し
て
①
幅
、
奥
行
き
、
高
さ
の
寸
法
、
②
平
面
プ
ラ
ン
、
③
奥
室
の
有
無
が
指

摘
で
き
る
。

ｃ
．
材
質

　

使
用
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
骨
材
と
し
て
混
入
さ
れ
る
礫
が
い
ず

れ
も
大
き
く
、
セ
メ
ン
ト
量
に
比
べ
明
ら
か
に
多
量
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
共
通

す
る
。
施
工
が
粗
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
礫
の
隙
間
に
は
空
洞
が
多
く
、
明

ら
か
に
強
度
が
低
い
と
思
わ
れ
、　

離
が
激
し
い
の
も
同
様
で
あ
る
。

（
２
）
遺
構
の
位
置
付
け

　

比
較
の
結
果
、
い
く
つ
か
共
通
し
な
い
点
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
構
成
は

共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

地
下
式
と
し
た
の
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
に
耐
え
る
た
め
で
、
低
質
な
が
ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
掩
体
を
有
す
る
。
鶴
見
崎
第
一
砲
台
で
は
、
砲
を
開
口
部

の
ほ
ぼ
真
下
に
据
え
て
い
た
状
況
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
で
も

同
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
開
口
方
向
か
ら
砲
は
北
東
方
向
を
指
向
し

て
い
た
と
い
え
る
。
奥
室
部
は
垂
見
峠
の
遺
構
に
は
無
い
が
、
作
業
が
全
体
の

90
％
で
止
ま
っ
た
状
況
か
ら
、
完
成
し
た
場
合
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
築
城
さ
れ
た
位
置
は
、
垂
見
峠
と
鶴
見
崎
で
大
き
く
異
な
る
が
、
砲

の
射
程
は
海
岸
線
を
入
れ
（
図
５
）
、
さ
ら
に
眼
前
の
尾
根
が
標
的
方
向
か
ら
の

視
線
を
遮
断
す
る
（
図
６
）
。
遺
構
１
と
遺
構
２
で
高
低
差
が
あ
る
の
は
、
各
遺

構
の
前
面
を
遮
断
す
る
、
尾
根
の
稜
線
の
高
さ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
で
あ

る
。

　

各
遺
構
に
砲
が
１
門
ず
つ
据
え
ら
れ
た
と
考
え
る
と
２
基
と
な
り
、
文
献
資

料
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
。
ま
た
、
開
口
方
向
が
芦
屋
の
沖
を
向
く
こ
と
か
ら
、

首
線
も
文
献
資
料
と
合
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
は
大
島
砲
台
の
加
農
を
２
門
備
え
た
平
射
臨
時

砲
台
と
位
置
付
け
る
。

（
３
）
課
題

　

こ
の
砲
台
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
観
測
所
が
未
確
認
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
観
測
所
は
、
標
的
の
位
置
・
方
向
・
距
離
等
を
観
測
し
、「
観
測
の
良

否
は
直
に
射
撃
の
成
果
に
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
」
た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
あ
る
。
砲
台
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
、
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。

５　

お
わ
り
に

　

研
究
の
結
果
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
を
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
平

射
臨
時
砲
台
と
位
置
付
け
た
。
北
部
九
州
に
は
、
こ
の
砲
台
の
よ
う
な
遺
構
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
太
平
洋
戦
争
末
期
の
日
本
本
土
の
様
相
を
知
る
た
め
に
も
、
そ
の
解
明

は
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
一
連
の
調
査
の
な
か
で
、
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
４
門
の
加
農
の
う
ち
、
残
り
の
２
門
の
移
転
先
に
つ
い
て
も
そ
の
遺
構
を
確

認
し
た
た
め
、
後
日
別
稿
で
報
告
す
る
。

註（
１
）
平
射
弾
道
で
遠
距
離
射
撃
を
可
能
に
し
た
火
砲
。
弾
丸
の
初
速
が
速
く
、
砲
身

が
長
い
の
が
特
徴
。

（
２
）
本
土
決
戦
態
勢
へ
移
行
す
る
た
め
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
１
月
22
日
に
発

足
し
た
陸
軍
の
機
関
。
九
州
方
面
の
各
部
隊
を
指
揮
・
運
用
し
た
。

（
３
）
睦
16
Ｈ
Ａ
（
西
部
軍
管
区
）
参
謀
部
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号　

第
十
六

方
面
軍
命
令　

福
岡　

五
月
二
十
一
日
十
五
時
」
（
昭
和
20
年
５
月
21
日
）
『
第
十

六
方
面
軍
作
命
綴　

昭
二
十
．
二
．
二
一
－
九
．
一
五
』
。

（
４
）
第
五
六
軍
司
令
部
「
第
五
十
六
軍
配
備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日　

集

成
五
万
分
一
地
形
図
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国

土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
５
）
大
本
営
陸
軍
部
「
大
陸
指
第2

4
1
9

号
別
冊　

国
土
築
城
実
施
要
綱　

昭
和
20
年

３
月
16
日
」
（
昭
和
20
年
３
月
16
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　
　

R
e
f
.
C
1
4
0
6
0
8
6
7
1
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
戦
法
研
究
参
考
資
料
綴
（
１
）
』

（
６
）
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」（
岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会
１
９
８
８
年
）
、
第
五
六
軍

司
令
部
「
第
四　

作
戦
準
備
進
渉
状
況　

其
一　

築
城
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛

省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国
土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
７
）
第
百
四
十
五
師
団
司
令
部
「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一　

第
百
四
十
五
師

団
戦
闘
計
画
（
案
）
」
（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
百
四
十
五

師
団
戦
史
資
料
』
。

（
８
）
15
は
砲
身
口
径
、
Ｋ
は
加
農
を
示
す
。

（
９
）
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
（
１
９
２
２
年
）
締
結
の
結
果
廃
艦
と
な
っ
た
、

巡
洋
戦
艦
「
伊
吹
」
の
主
砲
を
転
用
し
た
砲
塔
砲
台
で
、
現
在
も
砲
塔
を
収
め
た

砲
塔
井
等
の
遺
構
が
残
る
。

（
10
）
陸
軍
省
「
兵
器
調
達
並
改
修
ノ
件
」
（
昭
和
17
年
５
月
14
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
　R

e
f
.
C
0
1
0
0
0
2
8
5
8
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
昭
和
十
七
年　

陸

亜
密
大
日
記　

第
十
七
号　

２
／
３
』
に
は
、「
豊
豫
要
塞
鶴
見
崎
砲
台
に
応
ず
る

分
」
と
し
て
七
年
式
十
五
糎
加
農
の
電
気
照
準
具
一
式
と
射
角
板
４
個
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鶴
見
崎
砲
台
に
七
年
式
十
五
糎
加
農
４
門
が
配
備
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
11
）
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」（
大
正
15
年
８
月

　
　

１
日
～
昭
和
20
年
11
月
13
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

Ref.C14060991400

　
　

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
』
。

（
12
）
砲
座
３
と
砲
座
４
は
掩
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
途
中
ま
で
し
か
打
設
し
て

お
ら
ず
、
完
成
状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
13
）
こ
の
空
間
が
弾
薬
庫
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
資
料
は
無
い
が
、
砲
台
と
し
て

の
機
能
を
考
え
る
と
必
須
の
設
備
で
あ
る
。

（
14
）
半
分
は
埋
没
し
て
い
た
が
、
確
認
し
た
痕
跡
か
ら
復
元
す
る
と
12
本
の
ボ
ル
ト

痕
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）
岡
垣
町
～
芦
屋
町
に
広
が
る
三
里
松
原
海
岸
ま
で
、
遺
構
か
ら
約
２
～
９
㎞
の

距
離
で
あ
る
。

（
16
）
用
兵
図
書
株
式
会
社
「
砲
兵
觀
測
通
信
教
範
草
案
総
則
及
觀
測
」（
昭
和
６
年
７

月
20
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

Ref.C01001963600

防
衛
省
防
衛
研
究
所

蔵
『
永
存
書
類
付
属　

検
閲
済
典
範
類　

昭
和
６
年
』

参
考
文
献

池
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０
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６
「
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史
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、
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１
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p
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２
『
戦
史
叢
書　

本
土
防
衛
作
戦
〈
２
〉
九

　

州
の
防
衛
』
朝
雲
新
聞
、p

p
.
3
4
2
-
3
4
3

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
８
０
『
戦
史
叢
書　

陸
海
軍
年
表　

付　

兵

　

語
・
用
語
の
解
説
』
朝
雲
新
聞
、p

.
3
6
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三
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２
０
１
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「
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豊
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要
塞
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の
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を
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史
談
』
23
、

別
府
史
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１　

は
じ
め
に

　

宗
像
市
大
島
に
は
、
下
関
要
塞
を
構
成
す
る
大
島
砲
台
が
あ
り
、
玄
界
灘
や

響
灘
に
は
、
昭
和
10
年
代
に
陸
軍
が
多
数
の
砲
台
を
築
城
し
た
。
太
平
洋
戦
争

末
期
の
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
連
合
国
軍
の
日
本
本
土
上
陸
に
備
え
、
こ

れ
ら
の
火
砲
が
九
州
北
部
の
本
土
沿
岸
部
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
実
際
の

移
設
先
や
詳
細
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宗
像
市
と
岡
垣
町
の
境
を
な

す
垂
見
峠
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
確
認
し
た
（
図
１
）
。

　

本
稿
は
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
に
つ
い
て
、
他
の
遺
跡
と
の
比
較
検
討
を
通

し
て
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

な
お
文
中
の
引
用
文
は
、
読
解
を
平
易
に
す
る
た
め
、
漢
数
字
は
算
用
数
字

に
、
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
、
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

２　

研
究
の
方
法

　

遺
構
が
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
た
め
、
次
の

方
法
で
研
究
を
行
う
。

　

①
砲
台
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
文
献
資
料
の
集
成

　

②
遺
跡
の
調
査

　

③
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

　

④
②
と
③
の
調
査
結
果
の
比
較

　

⑤
考
察

３　

調
査
の
結
果

（
１
）
文
献
資
料
の
集
成

ａ
．
臨
時
砲
台
の
築
城
と
任
務

　

い
く
つ
か
の
資
料
に
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農
を
備
え
た
砲
台
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
第
16
方

面
軍
が
１
９
４
５
年
５
月
21
日
に
出
し
た
命
令
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号
」

で
あ
る
。
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
「
要
塞
火
砲
を
転
用
し
て
北
九
州
沿
岸
要
域
に

配
備
さ
せ
、
同
沿
岸
水
域
の
戦
備
を
急
速
強
化
す
る
よ
う
命
じ
た
」（
防
衛
庁
防

衛
研
修
所
戦
史
室
１
９
７
２
）
。
『
下
関
重
砲
兵
連
隊
史
』
に
は
、
下
関
要
塞
重

砲
兵
連
隊
第
６
中
隊
（
大
島
砲
台
配
備
）
の
15
糎
加
農
４
門
の
う
ち
２
門
が

「
第
56
軍
隷
下
の
第
１
４
５
師
団
に
配
属
さ
れ
、
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
村
内
内

浦
（
垂
見
峠
下
）
に
洞
窟
陣
地
を
構
築
。
備
砲
直
前
に
終
戦
」（
下
関
重
砲
兵
連

隊
史
刊
行
会
１
９
８
５
）
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
第
五
十
六
軍
配

備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
」
に
は
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農

を
備
え
た
平
射
臨
時
砲
台
の
符
号
が
記
載
さ
れ
、
首
線
は
芦
屋
の
沖
を
向
い
て

い
る
（
図
２
）
。
築
城
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
（
特
に
艦
砲
射
撃
）
に
耐
え
る
た
め
地

下
施
設
と
さ
れ
、
８
月
中
旬
に
は
迷
彩
も
施
さ
れ
、
洞
窟
掘
開
作
業
の
90
％
が

完
了
し
て
い
た
。

　

こ
の
砲
台
の
任
務
は
、「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一
第
百
四
十
五
師
団
戦

闘
計
画
（
案
）
」
で
、
「
配
属
海
岸
砲
（
15
Ｋ
）
を
以
て
（
中
略
）
垂
見
峠
附
近

に
陣
地
を
占
領
し
芦
屋
沿
岸
及
其
の
北
方
海
上
に
現
出
す
る
船
艇
の
破
捽
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
．
備
砲

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
平
射
臨
時
砲
台
の
備
砲
は
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
。
大
島
砲
台
の
備
砲
は
、
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
」
（
写
真
１
）

と
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
㊕
」
が
２
門
ず
つ
で
（
池
田
２
０
１
６
）
、

そ
の
う
ち
の
２
門
が
転
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
２
種
類
の
砲
の
ス
ペ
ッ

ク
は
同
じ
で
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７
５
１
５
㎜
、
最
大
射

程
２
２
６
０
０
ｍ
、
発
射
速
度
は
２
分
間
に
３
発
で
あ
る
。

（
２
）
遺
跡
の
調
査

　

文
献
資
料
は
、
垂
見
峠
付
近
に
平
射
臨
時
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
次
に
、
遺
構
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た

位
置
計
測
と
実
測
を
行
っ
た
。

ａ
．
位
置

　

遺
構
の
位
置
は
湯
川
山
と
孔
大
寺

山
の
間
に
あ
る
垂
見
峠
か
ら
、
湯
川

山
方
向
へ
約
１
３
０
ｍ
進
ん
だ
標
高

約
１
４
０
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。

　

遺
構
は
湯
川
山
と
孔
大
寺
山
を
結

ぶ
尾
根
を
水
平
方
向
に
掘
削
し
て
構

築
し
て
お
り
、
開
口
方
向
は
２
基
と

も
北
東
側
で
あ
る
。
開
口
方
向
の
視

界
は
、
小
規
模
な
谷
を
隔
て
た
先
の

別
の
尾
根
が
遮
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
計
測
（GARMIN eTrex10J

）

結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
、
２
基
の

遺
構
は
間
隔
が
約
37
ｍ
、
標
高
差
は
約
10
ｍ
で
あ
る
。

ｂ
．
各
遺
構
の
調
査
結
果

遺
構
１　
　

ア
ー
チ
形
天
井
を
も
つ
カ
マ
ボ
コ
形
を
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
遺
構
で
あ
る
（
図
３
、
写
真
２
）
。
平
面
形
は
幅
６
・
１
ｍ
、
奥
行
き
５
・

０
ｍ
の
概
ね
長
方
形
だ
が
、
奥
壁
は
中
央
部
に
向
か
っ
て
約
１
ｍ
後
退
す
る
。

高
さ
は
床
面
が
埋
没
し
て
い
る
も
の
の
天
井
ま
で
の
高
さ
は
３
・
５
ｍ
以
上
を

測
る
。
奥
壁
に
は
幅
２
・
０
ｍ
、
高
さ
１
・
８
ｍ
以
上
の
通
路
様
の
切
り
欠
き

が
あ
り
、
そ
の
奥
は
０
・
５
ｍ
程
の
奥
行
き
し
か
な
く
素
掘
り
の
岩
盤
が
露
出

し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
開
口
部
で
約
０
・
３
ｍ
、
奥
壁
の

切
り
欠
き
部
で
約
０
・
４
ｍ
で
あ
る
。
壁
面
や
天
井
に
は
打
設
時
の
型
枠
と
し

て
使
わ
れ
た
木
材
の
跡
が
残
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
５
㎝
前
後
の
粗
い
角
礫
が
か
な
り
多
く
混

じ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
に
は
木
も
混
ざ
り
込
ん
で
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
は
ひ
び
割
れ
防
止
と
経
済
性
向
上
の
た
め
、
骨
材
と
し
て
礫
を
意
図
的
に
混

ぜ
る
が
、
こ
の
遺
構
の
場
合
そ
う
で
は
な
く
嵩
増
し
の
た
め
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。
材
質
や
施
工
の
良
し
悪
し
の
影
響
は
定
か
で
は
な
い
が
、
天
井
の
前
端

部
は
崩
落
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の　

離
も
激
し
い
。

遺
構
２　
　

形
状
、
寸
法
は
遺
構
１
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
（
写
真
３
）
。
土
砂

の
流
入
が
よ
り
多
い
状
況
に
あ
り
、
奥
壁
の
切
り
欠
き
部
か
ら
は
土
砂
が
あ
ふ

れ
内
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

遺
構
１
と
同
様
で
あ
る
。

（
３
）
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

ａ
．
比
較
資
料
の
選
定

　

比
較
資
料
と
し
て
、
大
分
県
佐
伯
市
の
鶴
見
（
鶴
御
）
崎
第
一
砲
台
を
調
査

し
た
。
こ
の
砲
台
を
比
較
資
料
に
選
定
し
た
理
由
は
、
垂
見
峠
の
平
射
臨
時
砲

台
と
こ
の
砲
台
に
二
つ
の
共
通
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
は
時
期
的
な
も

の
で
、
同
じ
１
９
４
５
年
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
備
砲
が
同
じ
規

模
の
加
農
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ｂ
．
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
概
要

　

鶴
見
崎
砲
台
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
築
城
が
始
ま
っ
た
豊
予
要

塞
の
一
部
を
構
成
す
る
砲
台
で
あ
る
。
当
初
は
巡
洋
戦
艦
の
主
砲
を
転
用
し
た

砲
塔
砲
台
だ
っ
た
が
、
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
事
故
で
失
わ
れ
、
そ
の
代

わ
り
と
し
て
、
同
年
３
月
か
ら
「
鶴
見
崎
の
突
端
、
現
鶴
見
崎
灯
台
背
面
の
山

頂
に
15
セ
ン
チ
加
農
砲
４
門
を
備
え
た
砲
台
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
砲
台
は
鶴

見
崎
第
一
砲
台
と
命
名
さ
れ
た…

〔
中
略
〕
（
戦
局
が
悪
化
し
た
昭
和
20
年
３

月
に
は
、
）
鶴
見
崎
突
端
の
現
灯
台
北
側
崖
に
洞
窟
砲
座
を
築
い
て
砲
を
移
設

し
た
」
（
三
重
野
２
０
１
０
）
。
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」
に
は
、
こ

の
移
設
作
業
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
１
日
に
着
手
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

備
砲
の
七
年
式
十
五
糎
加
農
は
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７

５
１
５
㎜
、
最
大
射
程
２
０
２
０
０
ｍ
で
、
大
き
さ
は
大
島
砲
台
の
四
五
式
十

五
糎
加
農
改
造
固
定
式
と
同
様
で
あ
る
。

ｃ
．
調
査
内
容

　

鶴
見
崎
第
一
砲
台
は
、
豊
後
水
道
を
眼
前
に
臨
む
鶴
御
崎
の
断
崖
に
築
城
さ

れ
て
い
る
。
切
り
立
っ
た
崖
面
に
穹
窖
形
の
横
穴
を
掘
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
補
強
し
て
い
る
。
砲
座
は
全
部
で
４
基
あ
り
、
工
事
進
捗
の
関
係
か
全
て

現
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
砲
座
に
東
か
ら
順
に
砲
座
１
～
４
ま
で

の
番
号
を
付
与
し
識
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

現
地
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
砲
座
が
全
て
同
規
格
に
基
づ
い
て
築
城
さ
れ
た

も
の
と
考
え
た
う
え
で
、
流
入
土
等
の
影
響
か
ら
、
砲
座
１
と
砲
座
２
を
実
測

し
、
図
上
で
合
成
し
資
料
と
し
た
。
併
せ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
位
置
計
測
も
実

施
し
た
。

ｄ
．
調
査
結
果

　

各
砲
座
の
位
置
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

外
観
は
ア
ー
チ
形
天
井
の
穹
窖
式
で
、
平
面
は
長
方
形
の
掩
体
部
と
、
砲
側

弾
薬
庫
か
砲
員
の
退
避
場
所
の
機
能
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
Ｌ
字
形
の
奥
室
部
で

構
成
さ
れ
る
（
図
４
、
写
真
４
）
。

　

掩
体
部
は
幅
５
・
５
７
ｍ
、
奥
行
き
７
・
７
５
ｍ
で
、
最
大
高
５
・
４
５
ｍ

を
測
る
ア
ー
チ
形
天
井
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
開
口
部
に
は
備
砲

を
外
し
た
際
に
で
き
た
竪
穴
と
据
え
付
け
の
た
め
の
沈
定
ボ
ル
ト
の
跡
が
残
る
。

掩
体
を
構
成
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
、
岩
盤
の
掘
削
状
況
に
よ
っ

て
一
定
し
て
い
な
い
が
、
概
ね
０
・
３
ｍ
前
後
で
あ
る
。
奥
室
部
へ
は
、
掩
体

奥
壁
の
一
部
に
設
け
ら
れ
た
幅
２
・
２
０
ｍ
、
高
さ
２
・
１
４
ｍ
、
奥
行
き
２

ｍ
前
後
の
通
路
を
通
る
。
奥
室
部
は
岩
盤
を
素
掘
り
し
て
造
り
、
幅
約
２
・
５

ｍ
、
奥
行
き
約
３
・
０
ｍ
の
空
間
と
、
奥
側
に
向
か
っ
て
左
方
に
直
行
し
て
掘

ら
れ
た
幅
２
・
１
３
ｍ
、
奥
行
き
約
１
ｍ
の
空
間
で
構
成
さ
れ
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
垂
見
峠
の
遺
構
と
同
様
に
非
常
に
粗
雑
で
、

か
な
り
の
箇
所
で　

離
し
た
状
況
が
見
ら
れ
る
。

４　

考
察

（
１
）
垂
見
峠
の
遺
構
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
比
較

ａ
．
位
置

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
位
置
を
比
べ
る
と
、
垂
見
峠

の
遺
構
は
山
間
部
に
位
置
し
、
鶴
見
崎
第
一
砲
台
が
海
に
直
接
面
す
る
位
置
に

あ
る
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ｂ
．
構
造

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
全
体
的
な
構
造
は
、
共
通
点

と
し
て
①
斜
面
（
崖
面
）
を
穹
窖
形
に
掘
削
し
た
横
穴
式
で
あ
る
こ
と
、
②
厚

さ
０
・
３
ｍ
前
後
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
奥
壁

に
設
け
ら
れ
た
切
り
欠
き
（
通
路
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
相
違
点
と

し
て
①
幅
、
奥
行
き
、
高
さ
の
寸
法
、
②
平
面
プ
ラ
ン
、
③
奥
室
の
有
無
が
指

摘
で
き
る
。

ｃ
．
材
質

　

使
用
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
骨
材
と
し
て
混
入
さ
れ
る
礫
が
い
ず

れ
も
大
き
く
、
セ
メ
ン
ト
量
に
比
べ
明
ら
か
に
多
量
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
共
通

す
る
。
施
工
が
粗
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
礫
の
隙
間
に
は
空
洞
が
多
く
、
明

ら
か
に
強
度
が
低
い
と
思
わ
れ
、　

離
が
激
し
い
の
も
同
様
で
あ
る
。

（
２
）
遺
構
の
位
置
付
け

　

比
較
の
結
果
、
い
く
つ
か
共
通
し
な
い
点
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
構
成
は

共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

地
下
式
と
し
た
の
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
に
耐
え
る
た
め
で
、
低
質
な
が
ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
掩
体
を
有
す
る
。
鶴
見
崎
第
一
砲
台
で
は
、
砲
を
開
口
部

の
ほ
ぼ
真
下
に
据
え
て
い
た
状
況
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
で
も

同
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
開
口
方
向
か
ら
砲
は
北
東
方
向
を
指
向
し

て
い
た
と
い
え
る
。
奥
室
部
は
垂
見
峠
の
遺
構
に
は
無
い
が
、
作
業
が
全
体
の

90
％
で
止
ま
っ
た
状
況
か
ら
、
完
成
し
た
場
合
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
築
城
さ
れ
た
位
置
は
、
垂
見
峠
と
鶴
見
崎
で
大
き
く
異
な
る
が
、
砲

の
射
程
は
海
岸
線
を
入
れ
（
図
５
）
、
さ
ら
に
眼
前
の
尾
根
が
標
的
方
向
か
ら
の

視
線
を
遮
断
す
る
（
図
６
）
。
遺
構
１
と
遺
構
２
で
高
低
差
が
あ
る
の
は
、
各
遺

構
の
前
面
を
遮
断
す
る
、
尾
根
の
稜
線
の
高
さ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
で
あ

る
。

　

各
遺
構
に
砲
が
１
門
ず
つ
据
え
ら
れ
た
と
考
え
る
と
２
基
と
な
り
、
文
献
資

料
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
。
ま
た
、
開
口
方
向
が
芦
屋
の
沖
を
向
く
こ
と
か
ら
、

首
線
も
文
献
資
料
と
合
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
は
大
島
砲
台
の
加
農
を
２
門
備
え
た
平
射
臨
時

砲
台
と
位
置
付
け
る
。

（
３
）
課
題

　

こ
の
砲
台
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
観
測
所
が
未
確
認
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
観
測
所
は
、
標
的
の
位
置
・
方
向
・
距
離
等
を
観
測
し
、「
観
測
の
良

否
は
直
に
射
撃
の
成
果
に
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
」
た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
あ
る
。
砲
台
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
、
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。

５　

お
わ
り
に

　

研
究
の
結
果
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
を
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
平

射
臨
時
砲
台
と
位
置
付
け
た
。
北
部
九
州
に
は
、
こ
の
砲
台
の
よ
う
な
遺
構
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
太
平
洋
戦
争
末
期
の
日
本
本
土
の
様
相
を
知
る
た
め
に
も
、
そ
の
解
明

は
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
一
連
の
調
査
の
な
か
で
、
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
４
門
の
加
農
の
う
ち
、
残
り
の
２
門
の
移
転
先
に
つ
い
て
も
そ
の
遺
構
を
確

認
し
た
た
め
、
後
日
別
稿
で
報
告
す
る
。

註（
１
）
平
射
弾
道
で
遠
距
離
射
撃
を
可
能
に
し
た
火
砲
。
弾
丸
の
初
速
が
速
く
、
砲
身

が
長
い
の
が
特
徴
。

（
２
）
本
土
決
戦
態
勢
へ
移
行
す
る
た
め
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
１
月
22
日
に
発

足
し
た
陸
軍
の
機
関
。
九
州
方
面
の
各
部
隊
を
指
揮
・
運
用
し
た
。

（
３
）
睦
16
Ｈ
Ａ
（
西
部
軍
管
区
）
参
謀
部
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号　

第
十
六

方
面
軍
命
令　

福
岡　

五
月
二
十
一
日
十
五
時
」
（
昭
和
20
年
５
月
21
日
）
『
第
十

六
方
面
軍
作
命
綴　

昭
二
十
．
二
．
二
一
－
九
．
一
五
』
。

（
４
）
第
五
六
軍
司
令
部
「
第
五
十
六
軍
配
備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日　

集

成
五
万
分
一
地
形
図
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国

土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
５
）
大
本
営
陸
軍
部
「
大
陸
指
第2

4
1
9

号
別
冊　

国
土
築
城
実
施
要
綱　

昭
和
20
年

３
月
16
日
」
（
昭
和
20
年
３
月
16
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　
　

R
e
f
.
C
1
4
0
6
0
8
6
7
1
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
戦
法
研
究
参
考
資
料
綴
（
１
）
』

（
６
）
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」（
岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会
１
９
８
８
年
）
、
第
五
六
軍

司
令
部
「
第
四　

作
戦
準
備
進
渉
状
況　

其
一　

築
城
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛

省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国
土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
７
）
第
百
四
十
五
師
団
司
令
部
「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一　

第
百
四
十
五
師

団
戦
闘
計
画
（
案
）
」
（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
百
四
十
五

師
団
戦
史
資
料
』
。

（
８
）
15
は
砲
身
口
径
、
Ｋ
は
加
農
を
示
す
。

（
９
）
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
（
１
９
２
２
年
）
締
結
の
結
果
廃
艦
と
な
っ
た
、

巡
洋
戦
艦
「
伊
吹
」
の
主
砲
を
転
用
し
た
砲
塔
砲
台
で
、
現
在
も
砲
塔
を
収
め
た

砲
塔
井
等
の
遺
構
が
残
る
。

（
10
）
陸
軍
省
「
兵
器
調
達
並
改
修
ノ
件
」
（
昭
和
17
年
５
月
14
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
　R

e
f
.
C
0
1
0
0
0
2
8
5
8
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
昭
和
十
七
年　

陸

亜
密
大
日
記　

第
十
七
号　

２
／
３
』
に
は
、「
豊
豫
要
塞
鶴
見
崎
砲
台
に
応
ず
る

分
」
と
し
て
七
年
式
十
五
糎
加
農
の
電
気
照
準
具
一
式
と
射
角
板
４
個
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鶴
見
崎
砲
台
に
七
年
式
十
五
糎
加
農
４
門
が
配
備
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
11
）
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」（
大
正
15
年
８
月

　
　

１
日
～
昭
和
20
年
11
月
13
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

Ref.C14060991400

　
　

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
』
。

（
12
）
砲
座
３
と
砲
座
４
は
掩
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
途
中
ま
で
し
か
打
設
し
て

お
ら
ず
、
完
成
状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
13
）
こ
の
空
間
が
弾
薬
庫
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
資
料
は
無
い
が
、
砲
台
と
し
て

の
機
能
を
考
え
る
と
必
須
の
設
備
で
あ
る
。

（
14
）
半
分
は
埋
没
し
て
い
た
が
、
確
認
し
た
痕
跡
か
ら
復
元
す
る
と
12
本
の
ボ
ル
ト

痕
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）
岡
垣
町
～
芦
屋
町
に
広
が
る
三
里
松
原
海
岸
ま
で
、
遺
構
か
ら
約
２
～
９
㎞
の

距
離
で
あ
る
。

（
16
）
用
兵
図
書
株
式
会
社
「
砲
兵
觀
測
通
信
教
範
草
案
総
則
及
觀
測
」（
昭
和
６
年
７

月
20
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

Ref.C01001963600

防
衛
省
防
衛
研
究
所

蔵
『
永
存
書
類
付
属　

検
閲
済
典
範
類　

昭
和
６
年
』

参
考
文
献

池
田
拓　

２
０
１
６
「
大
島
砲
台
の
研
究
」
『
七
隈
史
学
』
18
、
七
隈
史
学
会

岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会　

１
９
８
８
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」『
岡
垣
町
史
』
岡
垣

町
、p

.
4
4
6

佐
山
二
郎　

２
０
１
１
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
」『
日
本
陸
軍
の
火
砲　

要
塞
砲
』
光

人
社
、p

.
3
1
8

下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会　

１
９
８
５
「
下
関
要
塞
と
下
関
重
砲
兵
聯
隊
」『
下
関

重
砲
兵
聯
隊
史
』
下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会
、p

.
2
1
6

米
陸
軍
省　

１
９
９
８
『
日
本
陸
軍
便
覧　

米
陸
軍
省
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

1
9
4
4

』
光
人
社
、p

p
.
3
7
1
-
3
7
2

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
７
２
『
戦
史
叢
書　

本
土
防
衛
作
戦
〈
２
〉
九

　

州
の
防
衛
』
朝
雲
新
聞
、p

p
.
3
4
2
-
3
4
3

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
８
０
『
戦
史
叢
書　

陸
海
軍
年
表　

付　

兵

　

語
・
用
語
の
解
説
』
朝
雲
新
聞
、p

.
3
6
6

三
重
野
勝
人　

２
０
１
０
「
戦
跡
「
豊
予
要
塞
」
の
実
像
を
探
る
」『
別
府
史
談
』
23
、

別
府
史
談
会
、p.

4
8

（
い
け
だ
た
く　

原
始
・
古
代
部
会
）

（
12
）

（
14
）

図 4　鶴見崎第一砲台（1/200）

表 2　鶴見崎第一砲台の経緯度

写真 4　鶴見崎第一砲台　砲座 1

5m

砲跡

推定

遺構名 北緯 東経 

砲座1 33゜55‘59.00″ 132°04′57.02″ 

砲座2 32°55′59.49″ 132°04′57.08″ 

砲座3 32°56′00.12″ 132°04′57.06″ 

砲座4 32°56′01.12″ 132°04′57.00″ 

（
13
）



20

１　

は
じ
め
に

　

宗
像
市
大
島
に
は
、
下
関
要
塞
を
構
成
す
る
大
島
砲
台
が
あ
り
、
玄
界
灘
や

響
灘
に
は
、
昭
和
10
年
代
に
陸
軍
が
多
数
の
砲
台
を
築
城
し
た
。
太
平
洋
戦
争

末
期
の
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
連
合
国
軍
の
日
本
本
土
上
陸
に
備
え
、
こ

れ
ら
の
火
砲
が
九
州
北
部
の
本
土
沿
岸
部
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
実
際
の

移
設
先
や
詳
細
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宗
像
市
と
岡
垣
町
の
境
を
な

す
垂
見
峠
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
確
認
し
た
（
図
１
）
。

　

本
稿
は
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
に
つ
い
て
、
他
の
遺
跡
と
の
比
較
検
討
を
通

し
て
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

な
お
文
中
の
引
用
文
は
、
読
解
を
平
易
に
す
る
た
め
、
漢
数
字
は
算
用
数
字

に
、
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
、
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

２　

研
究
の
方
法

　

遺
構
が
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
た
め
、
次
の

方
法
で
研
究
を
行
う
。

　

①
砲
台
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
文
献
資
料
の
集
成

　

②
遺
跡
の
調
査

　

③
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

　

④
②
と
③
の
調
査
結
果
の
比
較

　

⑤
考
察

３　

調
査
の
結
果

（
１
）
文
献
資
料
の
集
成

ａ
．
臨
時
砲
台
の
築
城
と
任
務

　

い
く
つ
か
の
資
料
に
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農
を
備
え
た
砲
台
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
第
16
方

面
軍
が
１
９
４
５
年
５
月
21
日
に
出
し
た
命
令
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号
」

で
あ
る
。
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
「
要
塞
火
砲
を
転
用
し
て
北
九
州
沿
岸
要
域
に

配
備
さ
せ
、
同
沿
岸
水
域
の
戦
備
を
急
速
強
化
す
る
よ
う
命
じ
た
」（
防
衛
庁
防

衛
研
修
所
戦
史
室
１
９
７
２
）
。
『
下
関
重
砲
兵
連
隊
史
』
に
は
、
下
関
要
塞
重

砲
兵
連
隊
第
６
中
隊
（
大
島
砲
台
配
備
）
の
15
糎
加
農
４
門
の
う
ち
２
門
が

「
第
56
軍
隷
下
の
第
１
４
５
師
団
に
配
属
さ
れ
、
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
村
内
内

浦
（
垂
見
峠
下
）
に
洞
窟
陣
地
を
構
築
。
備
砲
直
前
に
終
戦
」（
下
関
重
砲
兵
連

隊
史
刊
行
会
１
９
８
５
）
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
第
五
十
六
軍
配

備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
」
に
は
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農

を
備
え
た
平
射
臨
時
砲
台
の
符
号
が
記
載
さ
れ
、
首
線
は
芦
屋
の
沖
を
向
い
て

い
る
（
図
２
）
。
築
城
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
（
特
に
艦
砲
射
撃
）
に
耐
え
る
た
め
地

下
施
設
と
さ
れ
、
８
月
中
旬
に
は
迷
彩
も
施
さ
れ
、
洞
窟
掘
開
作
業
の
90
％
が

完
了
し
て
い
た
。

　

こ
の
砲
台
の
任
務
は
、「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一
第
百
四
十
五
師
団
戦

闘
計
画
（
案
）
」
で
、
「
配
属
海
岸
砲
（
15
Ｋ
）
を
以
て
（
中
略
）
垂
見
峠
附
近

に
陣
地
を
占
領
し
芦
屋
沿
岸
及
其
の
北
方
海
上
に
現
出
す
る
船
艇
の
破
捽
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
．
備
砲

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
平
射
臨
時
砲
台
の
備
砲
は
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
。
大
島
砲
台
の
備
砲
は
、
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
」
（
写
真
１
）

と
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
㊕
」
が
２
門
ず
つ
で
（
池
田
２
０
１
６
）
、

そ
の
う
ち
の
２
門
が
転
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
２
種
類
の
砲
の
ス
ペ
ッ

ク
は
同
じ
で
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７
５
１
５
㎜
、
最
大
射

程
２
２
６
０
０
ｍ
、
発
射
速
度
は
２
分
間
に
３
発
で
あ
る
。

（
２
）
遺
跡
の
調
査

　

文
献
資
料
は
、
垂
見
峠
付
近
に
平
射
臨
時
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
次
に
、
遺
構
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た

位
置
計
測
と
実
測
を
行
っ
た
。

ａ
．
位
置

　

遺
構
の
位
置
は
湯
川
山
と
孔
大
寺

山
の
間
に
あ
る
垂
見
峠
か
ら
、
湯
川

山
方
向
へ
約
１
３
０
ｍ
進
ん
だ
標
高

約
１
４
０
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。

　

遺
構
は
湯
川
山
と
孔
大
寺
山
を
結

ぶ
尾
根
を
水
平
方
向
に
掘
削
し
て
構

築
し
て
お
り
、
開
口
方
向
は
２
基
と

も
北
東
側
で
あ
る
。
開
口
方
向
の
視

界
は
、
小
規
模
な
谷
を
隔
て
た
先
の

別
の
尾
根
が
遮
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
計
測
（GARMIN eTrex10J

）

結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
、
２
基
の

遺
構
は
間
隔
が
約
37
ｍ
、
標
高
差
は
約
10
ｍ
で
あ
る
。

ｂ
．
各
遺
構
の
調
査
結
果

遺
構
１　
　

ア
ー
チ
形
天
井
を
も
つ
カ
マ
ボ
コ
形
を
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
遺
構
で
あ
る
（
図
３
、
写
真
２
）
。
平
面
形
は
幅
６
・
１
ｍ
、
奥
行
き
５
・

０
ｍ
の
概
ね
長
方
形
だ
が
、
奥
壁
は
中
央
部
に
向
か
っ
て
約
１
ｍ
後
退
す
る
。

高
さ
は
床
面
が
埋
没
し
て
い
る
も
の
の
天
井
ま
で
の
高
さ
は
３
・
５
ｍ
以
上
を

測
る
。
奥
壁
に
は
幅
２
・
０
ｍ
、
高
さ
１
・
８
ｍ
以
上
の
通
路
様
の
切
り
欠
き

が
あ
り
、
そ
の
奥
は
０
・
５
ｍ
程
の
奥
行
き
し
か
な
く
素
掘
り
の
岩
盤
が
露
出

し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
開
口
部
で
約
０
・
３
ｍ
、
奥
壁
の

切
り
欠
き
部
で
約
０
・
４
ｍ
で
あ
る
。
壁
面
や
天
井
に
は
打
設
時
の
型
枠
と
し

て
使
わ
れ
た
木
材
の
跡
が
残
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
５
㎝
前
後
の
粗
い
角
礫
が
か
な
り
多
く
混

じ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
に
は
木
も
混
ざ
り
込
ん
で
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
は
ひ
び
割
れ
防
止
と
経
済
性
向
上
の
た
め
、
骨
材
と
し
て
礫
を
意
図
的
に
混

ぜ
る
が
、
こ
の
遺
構
の
場
合
そ
う
で
は
な
く
嵩
増
し
の
た
め
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。
材
質
や
施
工
の
良
し
悪
し
の
影
響
は
定
か
で
は
な
い
が
、
天
井
の
前
端

部
は
崩
落
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の　

離
も
激
し
い
。

遺
構
２　
　

形
状
、
寸
法
は
遺
構
１
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
（
写
真
３
）
。
土
砂

の
流
入
が
よ
り
多
い
状
況
に
あ
り
、
奥
壁
の
切
り
欠
き
部
か
ら
は
土
砂
が
あ
ふ

れ
内
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

遺
構
１
と
同
様
で
あ
る
。

（
３
）
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

ａ
．
比
較
資
料
の
選
定

　

比
較
資
料
と
し
て
、
大
分
県
佐
伯
市
の
鶴
見
（
鶴
御
）
崎
第
一
砲
台
を
調
査

し
た
。
こ
の
砲
台
を
比
較
資
料
に
選
定
し
た
理
由
は
、
垂
見
峠
の
平
射
臨
時
砲

台
と
こ
の
砲
台
に
二
つ
の
共
通
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
は
時
期
的
な
も

の
で
、
同
じ
１
９
４
５
年
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
備
砲
が
同
じ
規

模
の
加
農
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ｂ
．
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
概
要

　

鶴
見
崎
砲
台
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
築
城
が
始
ま
っ
た
豊
予
要

塞
の
一
部
を
構
成
す
る
砲
台
で
あ
る
。
当
初
は
巡
洋
戦
艦
の
主
砲
を
転
用
し
た

砲
塔
砲
台
だ
っ
た
が
、
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
事
故
で
失
わ
れ
、
そ
の
代

わ
り
と
し
て
、
同
年
３
月
か
ら
「
鶴
見
崎
の
突
端
、
現
鶴
見
崎
灯
台
背
面
の
山

頂
に
15
セ
ン
チ
加
農
砲
４
門
を
備
え
た
砲
台
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
砲
台
は
鶴

見
崎
第
一
砲
台
と
命
名
さ
れ
た…

〔
中
略
〕
（
戦
局
が
悪
化
し
た
昭
和
20
年
３

月
に
は
、
）
鶴
見
崎
突
端
の
現
灯
台
北
側
崖
に
洞
窟
砲
座
を
築
い
て
砲
を
移
設

し
た
」
（
三
重
野
２
０
１
０
）
。
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」
に
は
、
こ

の
移
設
作
業
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
１
日
に
着
手
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

備
砲
の
七
年
式
十
五
糎
加
農
は
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７

５
１
５
㎜
、
最
大
射
程
２
０
２
０
０
ｍ
で
、
大
き
さ
は
大
島
砲
台
の
四
五
式
十

五
糎
加
農
改
造
固
定
式
と
同
様
で
あ
る
。

ｃ
．
調
査
内
容

　

鶴
見
崎
第
一
砲
台
は
、
豊
後
水
道
を
眼
前
に
臨
む
鶴
御
崎
の
断
崖
に
築
城
さ

れ
て
い
る
。
切
り
立
っ
た
崖
面
に
穹
窖
形
の
横
穴
を
掘
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
補
強
し
て
い
る
。
砲
座
は
全
部
で
４
基
あ
り
、
工
事
進
捗
の
関
係
か
全
て

現
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
砲
座
に
東
か
ら
順
に
砲
座
１
～
４
ま
で

の
番
号
を
付
与
し
識
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

現
地
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
砲
座
が
全
て
同
規
格
に
基
づ
い
て
築
城
さ
れ
た

も
の
と
考
え
た
う
え
で
、
流
入
土
等
の
影
響
か
ら
、
砲
座
１
と
砲
座
２
を
実
測

し
、
図
上
で
合
成
し
資
料
と
し
た
。
併
せ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
位
置
計
測
も
実

施
し
た
。

ｄ
．
調
査
結
果

　

各
砲
座
の
位
置
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

外
観
は
ア
ー
チ
形
天
井
の
穹
窖
式
で
、
平
面
は
長
方
形
の
掩
体
部
と
、
砲
側

弾
薬
庫
か
砲
員
の
退
避
場
所
の
機
能
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
Ｌ
字
形
の
奥
室
部
で

構
成
さ
れ
る
（
図
４
、
写
真
４
）
。

　

掩
体
部
は
幅
５
・
５
７
ｍ
、
奥
行
き
７
・
７
５
ｍ
で
、
最
大
高
５
・
４
５
ｍ

を
測
る
ア
ー
チ
形
天
井
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
開
口
部
に
は
備
砲

を
外
し
た
際
に
で
き
た
竪
穴
と
据
え
付
け
の
た
め
の
沈
定
ボ
ル
ト
の
跡
が
残
る
。

掩
体
を
構
成
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
、
岩
盤
の
掘
削
状
況
に
よ
っ

て
一
定
し
て
い
な
い
が
、
概
ね
０
・
３
ｍ
前
後
で
あ
る
。
奥
室
部
へ
は
、
掩
体

奥
壁
の
一
部
に
設
け
ら
れ
た
幅
２
・
２
０
ｍ
、
高
さ
２
・
１
４
ｍ
、
奥
行
き
２

ｍ
前
後
の
通
路
を
通
る
。
奥
室
部
は
岩
盤
を
素
掘
り
し
て
造
り
、
幅
約
２
・
５

ｍ
、
奥
行
き
約
３
・
０
ｍ
の
空
間
と
、
奥
側
に
向
か
っ
て
左
方
に
直
行
し
て
掘

ら
れ
た
幅
２
・
１
３
ｍ
、
奥
行
き
約
１
ｍ
の
空
間
で
構
成
さ
れ
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
垂
見
峠
の
遺
構
と
同
様
に
非
常
に
粗
雑
で
、

か
な
り
の
箇
所
で　

離
し
た
状
況
が
見
ら
れ
る
。

４　

考
察

（
１
）
垂
見
峠
の
遺
構
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
比
較

ａ
．
位
置

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
位
置
を
比
べ
る
と
、
垂
見
峠

の
遺
構
は
山
間
部
に
位
置
し
、
鶴
見
崎
第
一
砲
台
が
海
に
直
接
面
す
る
位
置
に

あ
る
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ｂ
．
構
造

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
全
体
的
な
構
造
は
、
共
通
点

と
し
て
①
斜
面
（
崖
面
）
を
穹
窖
形
に
掘
削
し
た
横
穴
式
で
あ
る
こ
と
、
②
厚

さ
０
・
３
ｍ
前
後
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
奥
壁

に
設
け
ら
れ
た
切
り
欠
き
（
通
路
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
相
違
点
と

し
て
①
幅
、
奥
行
き
、
高
さ
の
寸
法
、
②
平
面
プ
ラ
ン
、
③
奥
室
の
有
無
が
指

摘
で
き
る
。

ｃ
．
材
質

　

使
用
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
骨
材
と
し
て
混
入
さ
れ
る
礫
が
い
ず

れ
も
大
き
く
、
セ
メ
ン
ト
量
に
比
べ
明
ら
か
に
多
量
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
共
通

す
る
。
施
工
が
粗
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
礫
の
隙
間
に
は
空
洞
が
多
く
、
明

ら
か
に
強
度
が
低
い
と
思
わ
れ
、　

離
が
激
し
い
の
も
同
様
で
あ
る
。

（
２
）
遺
構
の
位
置
付
け

　

比
較
の
結
果
、
い
く
つ
か
共
通
し
な
い
点
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
構
成
は

共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

地
下
式
と
し
た
の
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
に
耐
え
る
た
め
で
、
低
質
な
が
ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
掩
体
を
有
す
る
。
鶴
見
崎
第
一
砲
台
で
は
、
砲
を
開
口
部

の
ほ
ぼ
真
下
に
据
え
て
い
た
状
況
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
で
も

同
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
開
口
方
向
か
ら
砲
は
北
東
方
向
を
指
向
し

て
い
た
と
い
え
る
。
奥
室
部
は
垂
見
峠
の
遺
構
に
は
無
い
が
、
作
業
が
全
体
の

90
％
で
止
ま
っ
た
状
況
か
ら
、
完
成
し
た
場
合
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
築
城
さ
れ
た
位
置
は
、
垂
見
峠
と
鶴
見
崎
で
大
き
く
異
な
る
が
、
砲

の
射
程
は
海
岸
線
を
入
れ
（
図
５
）
、
さ
ら
に
眼
前
の
尾
根
が
標
的
方
向
か
ら
の

視
線
を
遮
断
す
る
（
図
６
）
。
遺
構
１
と
遺
構
２
で
高
低
差
が
あ
る
の
は
、
各
遺

構
の
前
面
を
遮
断
す
る
、
尾
根
の
稜
線
の
高
さ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
で
あ

る
。

　

各
遺
構
に
砲
が
１
門
ず
つ
据
え
ら
れ
た
と
考
え
る
と
２
基
と
な
り
、
文
献
資

料
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
。
ま
た
、
開
口
方
向
が
芦
屋
の
沖
を
向
く
こ
と
か
ら
、

首
線
も
文
献
資
料
と
合
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
は
大
島
砲
台
の
加
農
を
２
門
備
え
た
平
射
臨
時

砲
台
と
位
置
付
け
る
。

（
３
）
課
題

　

こ
の
砲
台
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
観
測
所
が
未
確
認
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
観
測
所
は
、
標
的
の
位
置
・
方
向
・
距
離
等
を
観
測
し
、「
観
測
の
良

否
は
直
に
射
撃
の
成
果
に
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
」
た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
あ
る
。
砲
台
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
、
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。

５　

お
わ
り
に

　

研
究
の
結
果
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
を
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
平

射
臨
時
砲
台
と
位
置
付
け
た
。
北
部
九
州
に
は
、
こ
の
砲
台
の
よ
う
な
遺
構
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
太
平
洋
戦
争
末
期
の
日
本
本
土
の
様
相
を
知
る
た
め
に
も
、
そ
の
解
明

は
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
一
連
の
調
査
の
な
か
で
、
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
４
門
の
加
農
の
う
ち
、
残
り
の
２
門
の
移
転
先
に
つ
い
て
も
そ
の
遺
構
を
確

認
し
た
た
め
、
後
日
別
稿
で
報
告
す
る
。

註（
１
）
平
射
弾
道
で
遠
距
離
射
撃
を
可
能
に
し
た
火
砲
。
弾
丸
の
初
速
が
速
く
、
砲
身

が
長
い
の
が
特
徴
。

（
２
）
本
土
決
戦
態
勢
へ
移
行
す
る
た
め
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
１
月
22
日
に
発

足
し
た
陸
軍
の
機
関
。
九
州
方
面
の
各
部
隊
を
指
揮
・
運
用
し
た
。

（
３
）
睦
16
Ｈ
Ａ
（
西
部
軍
管
区
）
参
謀
部
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号　

第
十
六

方
面
軍
命
令　

福
岡　

五
月
二
十
一
日
十
五
時
」
（
昭
和
20
年
５
月
21
日
）
『
第
十

六
方
面
軍
作
命
綴　

昭
二
十
．
二
．
二
一
－
九
．
一
五
』
。

（
４
）
第
五
六
軍
司
令
部
「
第
五
十
六
軍
配
備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日　

集

成
五
万
分
一
地
形
図
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国

土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
５
）
大
本
営
陸
軍
部
「
大
陸
指
第2

4
1
9

号
別
冊　

国
土
築
城
実
施
要
綱　

昭
和
20
年

３
月
16
日
」
（
昭
和
20
年
３
月
16
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　
　

R
e
f
.
C
1
4
0
6
0
8
6
7
1
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
戦
法
研
究
参
考
資
料
綴
（
１
）
』

（
６
）
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」（
岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会
１
９
８
８
年
）
、
第
五
六
軍

司
令
部
「
第
四　

作
戦
準
備
進
渉
状
況　

其
一　

築
城
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛

省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国
土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
７
）
第
百
四
十
五
師
団
司
令
部
「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一　

第
百
四
十
五
師

団
戦
闘
計
画
（
案
）
」
（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
百
四
十
五

師
団
戦
史
資
料
』
。

（
８
）
15
は
砲
身
口
径
、
Ｋ
は
加
農
を
示
す
。

（
９
）
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
（
１
９
２
２
年
）
締
結
の
結
果
廃
艦
と
な
っ
た
、

巡
洋
戦
艦
「
伊
吹
」
の
主
砲
を
転
用
し
た
砲
塔
砲
台
で
、
現
在
も
砲
塔
を
収
め
た

砲
塔
井
等
の
遺
構
が
残
る
。

（
10
）
陸
軍
省
「
兵
器
調
達
並
改
修
ノ
件
」
（
昭
和
17
年
５
月
14
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
　R

e
f
.
C
0
1
0
0
0
2
8
5
8
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
昭
和
十
七
年　

陸

亜
密
大
日
記　

第
十
七
号　

２
／
３
』
に
は
、「
豊
豫
要
塞
鶴
見
崎
砲
台
に
応
ず
る

分
」
と
し
て
七
年
式
十
五
糎
加
農
の
電
気
照
準
具
一
式
と
射
角
板
４
個
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鶴
見
崎
砲
台
に
七
年
式
十
五
糎
加
農
４
門
が
配
備
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
11
）
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」（
大
正
15
年
８
月

　
　

１
日
～
昭
和
20
年
11
月
13
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

Ref.C14060991400

　
　

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
』
。

（
12
）
砲
座
３
と
砲
座
４
は
掩
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
途
中
ま
で
し
か
打
設
し
て

お
ら
ず
、
完
成
状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
13
）
こ
の
空
間
が
弾
薬
庫
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
資
料
は
無
い
が
、
砲
台
と
し
て

の
機
能
を
考
え
る
と
必
須
の
設
備
で
あ
る
。

（
14
）
半
分
は
埋
没
し
て
い
た
が
、
確
認
し
た
痕
跡
か
ら
復
元
す
る
と
12
本
の
ボ
ル
ト

痕
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）
岡
垣
町
～
芦
屋
町
に
広
が
る
三
里
松
原
海
岸
ま
で
、
遺
構
か
ら
約
２
～
９
㎞
の

距
離
で
あ
る
。

（
16
）
用
兵
図
書
株
式
会
社
「
砲
兵
觀
測
通
信
教
範
草
案
総
則
及
觀
測
」（
昭
和
６
年
７

月
20
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

Ref.C01001963600

防
衛
省
防
衛
研
究
所

蔵
『
永
存
書
類
付
属　

検
閲
済
典
範
類　

昭
和
６
年
』

参
考
文
献

池
田
拓　

２
０
１
６
「
大
島
砲
台
の
研
究
」
『
七
隈
史
学
』
18
、
七
隈
史
学
会

岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会　

１
９
８
８
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」『
岡
垣
町
史
』
岡
垣

町
、p

.
4
4
6

佐
山
二
郎　

２
０
１
１
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
」『
日
本
陸
軍
の
火
砲　

要
塞
砲
』
光

人
社
、p

.
3
1
8

下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会　

１
９
８
５
「
下
関
要
塞
と
下
関
重
砲
兵
聯
隊
」『
下
関

重
砲
兵
聯
隊
史
』
下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会
、p

.
2
1
6

米
陸
軍
省　

１
９
９
８
『
日
本
陸
軍
便
覧　

米
陸
軍
省
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

1
9
4
4

』
光
人
社
、p

p
.
3
7
1
-
3
7
2

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
７
２
『
戦
史
叢
書　

本
土
防
衛
作
戦
〈
２
〉
九

　

州
の
防
衛
』
朝
雲
新
聞
、p

p
.
3
4
2
-
3
4
3

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
８
０
『
戦
史
叢
書　

陸
海
軍
年
表　

付　

兵

　

語
・
用
語
の
解
説
』
朝
雲
新
聞
、p

.
3
6
6

三
重
野
勝
人　

２
０
１
０
「
戦
跡
「
豊
予
要
塞
」
の
実
像
を
探
る
」『
別
府
史
談
』
23
、

別
府
史
談
会
、p.

4
8

（
い
け
だ
た
く　

原
始
・
古
代
部
会
）

（
15
）

図5　平射臨時砲台の位置と首線

図6　丘陵断面と砲台の位置（国土地理院地図）

平射臨時砲台の位置 

首線

玄界灘 

芦屋→ 
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１　

は
じ
め
に

　

宗
像
市
大
島
に
は
、
下
関
要
塞
を
構
成
す
る
大
島
砲
台
が
あ
り
、
玄
界
灘
や

響
灘
に
は
、
昭
和
10
年
代
に
陸
軍
が
多
数
の
砲
台
を
築
城
し
た
。
太
平
洋
戦
争

末
期
の
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
連
合
国
軍
の
日
本
本
土
上
陸
に
備
え
、
こ

れ
ら
の
火
砲
が
九
州
北
部
の
本
土
沿
岸
部
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
実
際
の

移
設
先
や
詳
細
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宗
像
市
と
岡
垣
町
の
境
を
な

す
垂
見
峠
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
確
認
し
た
（
図
１
）
。

　

本
稿
は
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
に
つ
い
て
、
他
の
遺
跡
と
の
比
較
検
討
を
通

し
て
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

な
お
文
中
の
引
用
文
は
、
読
解
を
平
易
に
す
る
た
め
、
漢
数
字
は
算
用
数
字

に
、
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
、
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

２　

研
究
の
方
法

　

遺
構
が
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
た
め
、
次
の

方
法
で
研
究
を
行
う
。

　

①
砲
台
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
文
献
資
料
の
集
成

　

②
遺
跡
の
調
査

　

③
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

　

④
②
と
③
の
調
査
結
果
の
比
較

　

⑤
考
察

３　

調
査
の
結
果

（
１
）
文
献
資
料
の
集
成

ａ
．
臨
時
砲
台
の
築
城
と
任
務

　

い
く
つ
か
の
資
料
に
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農
を
備
え
た
砲
台
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
第
16
方

面
軍
が
１
９
４
５
年
５
月
21
日
に
出
し
た
命
令
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号
」

で
あ
る
。
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
「
要
塞
火
砲
を
転
用
し
て
北
九
州
沿
岸
要
域
に

配
備
さ
せ
、
同
沿
岸
水
域
の
戦
備
を
急
速
強
化
す
る
よ
う
命
じ
た
」（
防
衛
庁
防

衛
研
修
所
戦
史
室
１
９
７
２
）
。
『
下
関
重
砲
兵
連
隊
史
』
に
は
、
下
関
要
塞
重

砲
兵
連
隊
第
６
中
隊
（
大
島
砲
台
配
備
）
の
15
糎
加
農
４
門
の
う
ち
２
門
が

「
第
56
軍
隷
下
の
第
１
４
５
師
団
に
配
属
さ
れ
、
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
村
内
内

浦
（
垂
見
峠
下
）
に
洞
窟
陣
地
を
構
築
。
備
砲
直
前
に
終
戦
」（
下
関
重
砲
兵
連

隊
史
刊
行
会
１
９
８
５
）
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
第
五
十
六
軍
配

備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
」
に
は
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農

を
備
え
た
平
射
臨
時
砲
台
の
符
号
が
記
載
さ
れ
、
首
線
は
芦
屋
の
沖
を
向
い
て

い
る
（
図
２
）
。
築
城
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
（
特
に
艦
砲
射
撃
）
に
耐
え
る
た
め
地

下
施
設
と
さ
れ
、
８
月
中
旬
に
は
迷
彩
も
施
さ
れ
、
洞
窟
掘
開
作
業
の
90
％
が

完
了
し
て
い
た
。

　

こ
の
砲
台
の
任
務
は
、「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一
第
百
四
十
五
師
団
戦

闘
計
画
（
案
）
」
で
、
「
配
属
海
岸
砲
（
15
Ｋ
）
を
以
て
（
中
略
）
垂
見
峠
附
近

に
陣
地
を
占
領
し
芦
屋
沿
岸
及
其
の
北
方
海
上
に
現
出
す
る
船
艇
の
破
捽
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
．
備
砲

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
平
射
臨
時
砲
台
の
備
砲
は
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
。
大
島
砲
台
の
備
砲
は
、
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
」
（
写
真
１
）

と
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
㊕
」
が
２
門
ず
つ
で
（
池
田
２
０
１
６
）
、

そ
の
う
ち
の
２
門
が
転
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
２
種
類
の
砲
の
ス
ペ
ッ

ク
は
同
じ
で
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７
５
１
５
㎜
、
最
大
射

程
２
２
６
０
０
ｍ
、
発
射
速
度
は
２
分
間
に
３
発
で
あ
る
。

（
２
）
遺
跡
の
調
査

　

文
献
資
料
は
、
垂
見
峠
付
近
に
平
射
臨
時
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
次
に
、
遺
構
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た

位
置
計
測
と
実
測
を
行
っ
た
。

ａ
．
位
置

　

遺
構
の
位
置
は
湯
川
山
と
孔
大
寺

山
の
間
に
あ
る
垂
見
峠
か
ら
、
湯
川

山
方
向
へ
約
１
３
０
ｍ
進
ん
だ
標
高

約
１
４
０
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。

　

遺
構
は
湯
川
山
と
孔
大
寺
山
を
結

ぶ
尾
根
を
水
平
方
向
に
掘
削
し
て
構

築
し
て
お
り
、
開
口
方
向
は
２
基
と

も
北
東
側
で
あ
る
。
開
口
方
向
の
視

界
は
、
小
規
模
な
谷
を
隔
て
た
先
の

別
の
尾
根
が
遮
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
計
測
（GARMIN eTrex10J

）

結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
、
２
基
の

遺
構
は
間
隔
が
約
37
ｍ
、
標
高
差
は
約
10
ｍ
で
あ
る
。

ｂ
．
各
遺
構
の
調
査
結
果

遺
構
１　
　

ア
ー
チ
形
天
井
を
も
つ
カ
マ
ボ
コ
形
を
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
遺
構
で
あ
る
（
図
３
、
写
真
２
）
。
平
面
形
は
幅
６
・
１
ｍ
、
奥
行
き
５
・

０
ｍ
の
概
ね
長
方
形
だ
が
、
奥
壁
は
中
央
部
に
向
か
っ
て
約
１
ｍ
後
退
す
る
。

高
さ
は
床
面
が
埋
没
し
て
い
る
も
の
の
天
井
ま
で
の
高
さ
は
３
・
５
ｍ
以
上
を

測
る
。
奥
壁
に
は
幅
２
・
０
ｍ
、
高
さ
１
・
８
ｍ
以
上
の
通
路
様
の
切
り
欠
き

が
あ
り
、
そ
の
奥
は
０
・
５
ｍ
程
の
奥
行
き
し
か
な
く
素
掘
り
の
岩
盤
が
露
出

し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
開
口
部
で
約
０
・
３
ｍ
、
奥
壁
の

切
り
欠
き
部
で
約
０
・
４
ｍ
で
あ
る
。
壁
面
や
天
井
に
は
打
設
時
の
型
枠
と
し

て
使
わ
れ
た
木
材
の
跡
が
残
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
５
㎝
前
後
の
粗
い
角
礫
が
か
な
り
多
く
混

じ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
に
は
木
も
混
ざ
り
込
ん
で
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
は
ひ
び
割
れ
防
止
と
経
済
性
向
上
の
た
め
、
骨
材
と
し
て
礫
を
意
図
的
に
混

ぜ
る
が
、
こ
の
遺
構
の
場
合
そ
う
で
は
な
く
嵩
増
し
の
た
め
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。
材
質
や
施
工
の
良
し
悪
し
の
影
響
は
定
か
で
は
な
い
が
、
天
井
の
前
端

部
は
崩
落
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の　

離
も
激
し
い
。

遺
構
２　
　

形
状
、
寸
法
は
遺
構
１
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
（
写
真
３
）
。
土
砂

の
流
入
が
よ
り
多
い
状
況
に
あ
り
、
奥
壁
の
切
り
欠
き
部
か
ら
は
土
砂
が
あ
ふ

れ
内
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

遺
構
１
と
同
様
で
あ
る
。

（
３
）
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

ａ
．
比
較
資
料
の
選
定

　

比
較
資
料
と
し
て
、
大
分
県
佐
伯
市
の
鶴
見
（
鶴
御
）
崎
第
一
砲
台
を
調
査

し
た
。
こ
の
砲
台
を
比
較
資
料
に
選
定
し
た
理
由
は
、
垂
見
峠
の
平
射
臨
時
砲

台
と
こ
の
砲
台
に
二
つ
の
共
通
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
は
時
期
的
な
も

の
で
、
同
じ
１
９
４
５
年
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
備
砲
が
同
じ
規

模
の
加
農
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ｂ
．
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
概
要

　

鶴
見
崎
砲
台
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
築
城
が
始
ま
っ
た
豊
予
要

塞
の
一
部
を
構
成
す
る
砲
台
で
あ
る
。
当
初
は
巡
洋
戦
艦
の
主
砲
を
転
用
し
た

砲
塔
砲
台
だ
っ
た
が
、
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
事
故
で
失
わ
れ
、
そ
の
代

わ
り
と
し
て
、
同
年
３
月
か
ら
「
鶴
見
崎
の
突
端
、
現
鶴
見
崎
灯
台
背
面
の
山

頂
に
15
セ
ン
チ
加
農
砲
４
門
を
備
え
た
砲
台
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
砲
台
は
鶴

見
崎
第
一
砲
台
と
命
名
さ
れ
た…

〔
中
略
〕
（
戦
局
が
悪
化
し
た
昭
和
20
年
３

月
に
は
、
）
鶴
見
崎
突
端
の
現
灯
台
北
側
崖
に
洞
窟
砲
座
を
築
い
て
砲
を
移
設

し
た
」
（
三
重
野
２
０
１
０
）
。
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」
に
は
、
こ

の
移
設
作
業
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
１
日
に
着
手
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

備
砲
の
七
年
式
十
五
糎
加
農
は
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７

５
１
５
㎜
、
最
大
射
程
２
０
２
０
０
ｍ
で
、
大
き
さ
は
大
島
砲
台
の
四
五
式
十

五
糎
加
農
改
造
固
定
式
と
同
様
で
あ
る
。

ｃ
．
調
査
内
容

　

鶴
見
崎
第
一
砲
台
は
、
豊
後
水
道
を
眼
前
に
臨
む
鶴
御
崎
の
断
崖
に
築
城
さ

れ
て
い
る
。
切
り
立
っ
た
崖
面
に
穹
窖
形
の
横
穴
を
掘
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
補
強
し
て
い
る
。
砲
座
は
全
部
で
４
基
あ
り
、
工
事
進
捗
の
関
係
か
全
て

現
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
砲
座
に
東
か
ら
順
に
砲
座
１
～
４
ま
で

の
番
号
を
付
与
し
識
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

現
地
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
砲
座
が
全
て
同
規
格
に
基
づ
い
て
築
城
さ
れ
た

も
の
と
考
え
た
う
え
で
、
流
入
土
等
の
影
響
か
ら
、
砲
座
１
と
砲
座
２
を
実
測

し
、
図
上
で
合
成
し
資
料
と
し
た
。
併
せ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
位
置
計
測
も
実

施
し
た
。

ｄ
．
調
査
結
果

　

各
砲
座
の
位
置
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

外
観
は
ア
ー
チ
形
天
井
の
穹
窖
式
で
、
平
面
は
長
方
形
の
掩
体
部
と
、
砲
側

弾
薬
庫
か
砲
員
の
退
避
場
所
の
機
能
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
Ｌ
字
形
の
奥
室
部
で

構
成
さ
れ
る
（
図
４
、
写
真
４
）
。

　

掩
体
部
は
幅
５
・
５
７
ｍ
、
奥
行
き
７
・
７
５
ｍ
で
、
最
大
高
５
・
４
５
ｍ

を
測
る
ア
ー
チ
形
天
井
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
開
口
部
に
は
備
砲

を
外
し
た
際
に
で
き
た
竪
穴
と
据
え
付
け
の
た
め
の
沈
定
ボ
ル
ト
の
跡
が
残
る
。

掩
体
を
構
成
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
、
岩
盤
の
掘
削
状
況
に
よ
っ

て
一
定
し
て
い
な
い
が
、
概
ね
０
・
３
ｍ
前
後
で
あ
る
。
奥
室
部
へ
は
、
掩
体

奥
壁
の
一
部
に
設
け
ら
れ
た
幅
２
・
２
０
ｍ
、
高
さ
２
・
１
４
ｍ
、
奥
行
き
２

ｍ
前
後
の
通
路
を
通
る
。
奥
室
部
は
岩
盤
を
素
掘
り
し
て
造
り
、
幅
約
２
・
５

ｍ
、
奥
行
き
約
３
・
０
ｍ
の
空
間
と
、
奥
側
に
向
か
っ
て
左
方
に
直
行
し
て
掘

ら
れ
た
幅
２
・
１
３
ｍ
、
奥
行
き
約
１
ｍ
の
空
間
で
構
成
さ
れ
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
垂
見
峠
の
遺
構
と
同
様
に
非
常
に
粗
雑
で
、

か
な
り
の
箇
所
で　

離
し
た
状
況
が
見
ら
れ
る
。

４　

考
察

（
１
）
垂
見
峠
の
遺
構
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
比
較

ａ
．
位
置

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
位
置
を
比
べ
る
と
、
垂
見
峠

の
遺
構
は
山
間
部
に
位
置
し
、
鶴
見
崎
第
一
砲
台
が
海
に
直
接
面
す
る
位
置
に

あ
る
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ｂ
．
構
造

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
全
体
的
な
構
造
は
、
共
通
点

と
し
て
①
斜
面
（
崖
面
）
を
穹
窖
形
に
掘
削
し
た
横
穴
式
で
あ
る
こ
と
、
②
厚

さ
０
・
３
ｍ
前
後
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
奥
壁

に
設
け
ら
れ
た
切
り
欠
き
（
通
路
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
相
違
点
と

し
て
①
幅
、
奥
行
き
、
高
さ
の
寸
法
、
②
平
面
プ
ラ
ン
、
③
奥
室
の
有
無
が
指

摘
で
き
る
。

ｃ
．
材
質

　

使
用
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
骨
材
と
し
て
混
入
さ
れ
る
礫
が
い
ず

れ
も
大
き
く
、
セ
メ
ン
ト
量
に
比
べ
明
ら
か
に
多
量
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
共
通

す
る
。
施
工
が
粗
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
礫
の
隙
間
に
は
空
洞
が
多
く
、
明

ら
か
に
強
度
が
低
い
と
思
わ
れ
、　

離
が
激
し
い
の
も
同
様
で
あ
る
。

（
２
）
遺
構
の
位
置
付
け

　

比
較
の
結
果
、
い
く
つ
か
共
通
し
な
い
点
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
構
成
は

共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

地
下
式
と
し
た
の
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
に
耐
え
る
た
め
で
、
低
質
な
が
ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
掩
体
を
有
す
る
。
鶴
見
崎
第
一
砲
台
で
は
、
砲
を
開
口
部

の
ほ
ぼ
真
下
に
据
え
て
い
た
状
況
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
で
も

同
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
開
口
方
向
か
ら
砲
は
北
東
方
向
を
指
向
し

て
い
た
と
い
え
る
。
奥
室
部
は
垂
見
峠
の
遺
構
に
は
無
い
が
、
作
業
が
全
体
の

90
％
で
止
ま
っ
た
状
況
か
ら
、
完
成
し
た
場
合
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
築
城
さ
れ
た
位
置
は
、
垂
見
峠
と
鶴
見
崎
で
大
き
く
異
な
る
が
、
砲

の
射
程
は
海
岸
線
を
入
れ
（
図
５
）
、
さ
ら
に
眼
前
の
尾
根
が
標
的
方
向
か
ら
の

視
線
を
遮
断
す
る
（
図
６
）
。
遺
構
１
と
遺
構
２
で
高
低
差
が
あ
る
の
は
、
各
遺

構
の
前
面
を
遮
断
す
る
、
尾
根
の
稜
線
の
高
さ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
で
あ

る
。

　

各
遺
構
に
砲
が
１
門
ず
つ
据
え
ら
れ
た
と
考
え
る
と
２
基
と
な
り
、
文
献
資

料
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
。
ま
た
、
開
口
方
向
が
芦
屋
の
沖
を
向
く
こ
と
か
ら
、

首
線
も
文
献
資
料
と
合
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
は
大
島
砲
台
の
加
農
を
２
門
備
え
た
平
射
臨
時

砲
台
と
位
置
付
け
る
。

（
３
）
課
題

　

こ
の
砲
台
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
観
測
所
が
未
確
認
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
観
測
所
は
、
標
的
の
位
置
・
方
向
・
距
離
等
を
観
測
し
、「
観
測
の
良

否
は
直
に
射
撃
の
成
果
に
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
」
た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
あ
る
。
砲
台
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
、
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。

５　

お
わ
り
に

　

研
究
の
結
果
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
を
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
平

射
臨
時
砲
台
と
位
置
付
け
た
。
北
部
九
州
に
は
、
こ
の
砲
台
の
よ
う
な
遺
構
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
太
平
洋
戦
争
末
期
の
日
本
本
土
の
様
相
を
知
る
た
め
に
も
、
そ
の
解
明

は
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
一
連
の
調
査
の
な
か
で
、
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
４
門
の
加
農
の
う
ち
、
残
り
の
２
門
の
移
転
先
に
つ
い
て
も
そ
の
遺
構
を
確

認
し
た
た
め
、
後
日
別
稿
で
報
告
す
る
。

註（
１
）
平
射
弾
道
で
遠
距
離
射
撃
を
可
能
に
し
た
火
砲
。
弾
丸
の
初
速
が
速
く
、
砲
身

が
長
い
の
が
特
徴
。

（
２
）
本
土
決
戦
態
勢
へ
移
行
す
る
た
め
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
１
月
22
日
に
発

足
し
た
陸
軍
の
機
関
。
九
州
方
面
の
各
部
隊
を
指
揮
・
運
用
し
た
。

（
３
）
睦
16
Ｈ
Ａ
（
西
部
軍
管
区
）
参
謀
部
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号　

第
十
六

方
面
軍
命
令　

福
岡　

五
月
二
十
一
日
十
五
時
」
（
昭
和
20
年
５
月
21
日
）
『
第
十

六
方
面
軍
作
命
綴　

昭
二
十
．
二
．
二
一
－
九
．
一
五
』
。

（
４
）
第
五
六
軍
司
令
部
「
第
五
十
六
軍
配
備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日　

集

成
五
万
分
一
地
形
図
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国

土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
５
）
大
本
営
陸
軍
部
「
大
陸
指
第2

4
1
9

号
別
冊　

国
土
築
城
実
施
要
綱　

昭
和
20
年

３
月
16
日
」
（
昭
和
20
年
３
月
16
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　
　

R
e
f
.
C
1
4
0
6
0
8
6
7
1
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
戦
法
研
究
参
考
資
料
綴
（
１
）
』

（
６
）
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」（
岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会
１
９
８
８
年
）
、
第
五
六
軍

司
令
部
「
第
四　

作
戦
準
備
進
渉
状
況　

其
一　

築
城
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛

省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国
土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
７
）
第
百
四
十
五
師
団
司
令
部
「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一　

第
百
四
十
五
師

団
戦
闘
計
画
（
案
）
」
（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
百
四
十
五

師
団
戦
史
資
料
』
。

（
８
）
15
は
砲
身
口
径
、
Ｋ
は
加
農
を
示
す
。

（
９
）
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
（
１
９
２
２
年
）
締
結
の
結
果
廃
艦
と
な
っ
た
、

巡
洋
戦
艦
「
伊
吹
」
の
主
砲
を
転
用
し
た
砲
塔
砲
台
で
、
現
在
も
砲
塔
を
収
め
た

砲
塔
井
等
の
遺
構
が
残
る
。

（
10
）
陸
軍
省
「
兵
器
調
達
並
改
修
ノ
件
」
（
昭
和
17
年
５
月
14
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
　R

e
f
.
C
0
1
0
0
0
2
8
5
8
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
昭
和
十
七
年　

陸

亜
密
大
日
記　

第
十
七
号　

２
／
３
』
に
は
、「
豊
豫
要
塞
鶴
見
崎
砲
台
に
応
ず
る

分
」
と
し
て
七
年
式
十
五
糎
加
農
の
電
気
照
準
具
一
式
と
射
角
板
４
個
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鶴
見
崎
砲
台
に
七
年
式
十
五
糎
加
農
４
門
が
配
備
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
11
）
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」（
大
正
15
年
８
月

　
　

１
日
～
昭
和
20
年
11
月
13
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

Ref.C14060991400

　
　

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
』
。

（
12
）
砲
座
３
と
砲
座
４
は
掩
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
途
中
ま
で
し
か
打
設
し
て

お
ら
ず
、
完
成
状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
13
）
こ
の
空
間
が
弾
薬
庫
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
資
料
は
無
い
が
、
砲
台
と
し
て

の
機
能
を
考
え
る
と
必
須
の
設
備
で
あ
る
。

（
14
）
半
分
は
埋
没
し
て
い
た
が
、
確
認
し
た
痕
跡
か
ら
復
元
す
る
と
12
本
の
ボ
ル
ト

痕
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）
岡
垣
町
～
芦
屋
町
に
広
が
る
三
里
松
原
海
岸
ま
で
、
遺
構
か
ら
約
２
～
９
㎞
の

距
離
で
あ
る
。

（
16
）
用
兵
図
書
株
式
会
社
「
砲
兵
觀
測
通
信
教
範
草
案
総
則
及
觀
測
」（
昭
和
６
年
７

月
20
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

Ref.C01001963600

防
衛
省
防
衛
研
究
所

蔵
『
永
存
書
類
付
属　

検
閲
済
典
範
類　

昭
和
６
年
』

参
考
文
献

池
田
拓　

２
０
１
６
「
大
島
砲
台
の
研
究
」
『
七
隈
史
学
』
18
、
七
隈
史
学
会

岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会　

１
９
８
８
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」『
岡
垣
町
史
』
岡
垣

町
、p

.
4
4
6

佐
山
二
郎　

２
０
１
１
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
」『
日
本
陸
軍
の
火
砲　

要
塞
砲
』
光

人
社
、p

.
3
1
8

下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会　

１
９
８
５
「
下
関
要
塞
と
下
関
重
砲
兵
聯
隊
」『
下
関

重
砲
兵
聯
隊
史
』
下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会
、p

.
2
1
6

米
陸
軍
省　

１
９
９
８
『
日
本
陸
軍
便
覧　

米
陸
軍
省
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

1
9
4
4

』
光
人
社
、p

p
.
3
7
1
-
3
7
2

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
７
２
『
戦
史
叢
書　

本
土
防
衛
作
戦
〈
２
〉
九

　

州
の
防
衛
』
朝
雲
新
聞
、p

p
.
3
4
2
-
3
4
3

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
８
０
『
戦
史
叢
書　

陸
海
軍
年
表　

付　

兵

　

語
・
用
語
の
解
説
』
朝
雲
新
聞
、p

.
3
6
6

三
重
野
勝
人　

２
０
１
０
「
戦
跡
「
豊
予
要
塞
」
の
実
像
を
探
る
」『
別
府
史
談
』
23
、

別
府
史
談
会
、p.

4
8

（
い
け
だ
た
く　

原
始
・
古
代
部
会
）

（
16
）

：
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１　

は
じ
め
に

　

宗
像
市
大
島
に
は
、
下
関
要
塞
を
構
成
す
る
大
島
砲
台
が
あ
り
、
玄
界
灘
や

響
灘
に
は
、
昭
和
10
年
代
に
陸
軍
が
多
数
の
砲
台
を
築
城
し
た
。
太
平
洋
戦
争

末
期
の
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
連
合
国
軍
の
日
本
本
土
上
陸
に
備
え
、
こ

れ
ら
の
火
砲
が
九
州
北
部
の
本
土
沿
岸
部
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
実
際
の

移
設
先
や
詳
細
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宗
像
市
と
岡
垣
町
の
境
を
な

す
垂
見
峠
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
確
認
し
た
（
図
１
）
。

　

本
稿
は
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
に
つ
い
て
、
他
の
遺
跡
と
の
比
較
検
討
を
通

し
て
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

な
お
文
中
の
引
用
文
は
、
読
解
を
平
易
に
す
る
た
め
、
漢
数
字
は
算
用
数
字

に
、
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
、
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

２　

研
究
の
方
法

　

遺
構
が
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
砲
台
と
位
置
付
け
る
た
め
、
次
の

方
法
で
研
究
を
行
う
。

　

①
砲
台
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
文
献
資
料
の
集
成

　

②
遺
跡
の
調
査

　

③
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

　

④
②
と
③
の
調
査
結
果
の
比
較

　

⑤
考
察

３　

調
査
の
結
果

（
１
）
文
献
資
料
の
集
成

ａ
．
臨
時
砲
台
の
築
城
と
任
務

　

い
く
つ
か
の
資
料
に
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農
を
備
え
た
砲
台
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
第
16
方

面
軍
が
１
９
４
５
年
５
月
21
日
に
出
し
た
命
令
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号
」

で
あ
る
。
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
「
要
塞
火
砲
を
転
用
し
て
北
九
州
沿
岸
要
域
に

配
備
さ
せ
、
同
沿
岸
水
域
の
戦
備
を
急
速
強
化
す
る
よ
う
命
じ
た
」（
防
衛
庁
防

衛
研
修
所
戦
史
室
１
９
７
２
）
。
『
下
関
重
砲
兵
連
隊
史
』
に
は
、
下
関
要
塞
重

砲
兵
連
隊
第
６
中
隊
（
大
島
砲
台
配
備
）
の
15
糎
加
農
４
門
の
う
ち
２
門
が

「
第
56
軍
隷
下
の
第
１
４
５
師
団
に
配
属
さ
れ
、
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
村
内
内

浦
（
垂
見
峠
下
）
に
洞
窟
陣
地
を
構
築
。
備
砲
直
前
に
終
戦
」（
下
関
重
砲
兵
連

隊
史
刊
行
会
１
９
８
５
）
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
第
五
十
六
軍
配

備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
」
に
は
、
垂
見
峠
付
近
に
２
門
の
加
農

を
備
え
た
平
射
臨
時
砲
台
の
符
号
が
記
載
さ
れ
、
首
線
は
芦
屋
の
沖
を
向
い
て

い
る
（
図
２
）
。
築
城
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
（
特
に
艦
砲
射
撃
）
に
耐
え
る
た
め
地

下
施
設
と
さ
れ
、
８
月
中
旬
に
は
迷
彩
も
施
さ
れ
、
洞
窟
掘
開
作
業
の
90
％
が

完
了
し
て
い
た
。

　

こ
の
砲
台
の
任
務
は
、「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一
第
百
四
十
五
師
団
戦

闘
計
画
（
案
）
」
で
、
「
配
属
海
岸
砲
（
15
Ｋ
）
を
以
て
（
中
略
）
垂
見
峠
附
近

に
陣
地
を
占
領
し
芦
屋
沿
岸
及
其
の
北
方
海
上
に
現
出
す
る
船
艇
の
破
捽
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
．
備
砲

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
平
射
臨
時
砲
台
の
備
砲
は
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
。
大
島
砲
台
の
備
砲
は
、
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
」
（
写
真
１
）

と
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
改
造
固
定
式
㊕
」
が
２
門
ず
つ
で
（
池
田
２
０
１
６
）
、

そ
の
う
ち
の
２
門
が
転
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
２
種
類
の
砲
の
ス
ペ
ッ

ク
は
同
じ
で
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７
５
１
５
㎜
、
最
大
射

程
２
２
６
０
０
ｍ
、
発
射
速
度
は
２
分
間
に
３
発
で
あ
る
。

（
２
）
遺
跡
の
調
査

　

文
献
資
料
は
、
垂
見
峠
付
近
に
平
射
臨
時
砲
台
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
次
に
、
遺
構
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た

位
置
計
測
と
実
測
を
行
っ
た
。

ａ
．
位
置

　

遺
構
の
位
置
は
湯
川
山
と
孔
大
寺

山
の
間
に
あ
る
垂
見
峠
か
ら
、
湯
川

山
方
向
へ
約
１
３
０
ｍ
進
ん
だ
標
高

約
１
４
０
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。

　

遺
構
は
湯
川
山
と
孔
大
寺
山
を
結

ぶ
尾
根
を
水
平
方
向
に
掘
削
し
て
構

築
し
て
お
り
、
開
口
方
向
は
２
基
と

も
北
東
側
で
あ
る
。
開
口
方
向
の
視

界
は
、
小
規
模
な
谷
を
隔
て
た
先
の

別
の
尾
根
が
遮
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
計
測
（GARMIN eTrex10J

）

結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
、
２
基
の

遺
構
は
間
隔
が
約
37
ｍ
、
標
高
差
は
約
10
ｍ
で
あ
る
。

ｂ
．
各
遺
構
の
調
査
結
果

遺
構
１　
　

ア
ー
チ
形
天
井
を
も
つ
カ
マ
ボ
コ
形
を
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
遺
構
で
あ
る
（
図
３
、
写
真
２
）
。
平
面
形
は
幅
６
・
１
ｍ
、
奥
行
き
５
・

０
ｍ
の
概
ね
長
方
形
だ
が
、
奥
壁
は
中
央
部
に
向
か
っ
て
約
１
ｍ
後
退
す
る
。

高
さ
は
床
面
が
埋
没
し
て
い
る
も
の
の
天
井
ま
で
の
高
さ
は
３
・
５
ｍ
以
上
を

測
る
。
奥
壁
に
は
幅
２
・
０
ｍ
、
高
さ
１
・
８
ｍ
以
上
の
通
路
様
の
切
り
欠
き

が
あ
り
、
そ
の
奥
は
０
・
５
ｍ
程
の
奥
行
き
し
か
な
く
素
掘
り
の
岩
盤
が
露
出

し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
開
口
部
で
約
０
・
３
ｍ
、
奥
壁
の

切
り
欠
き
部
で
約
０
・
４
ｍ
で
あ
る
。
壁
面
や
天
井
に
は
打
設
時
の
型
枠
と
し

て
使
わ
れ
た
木
材
の
跡
が
残
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
５
㎝
前
後
の
粗
い
角
礫
が
か
な
り
多
く
混

じ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
に
は
木
も
混
ざ
り
込
ん
で
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
は
ひ
び
割
れ
防
止
と
経
済
性
向
上
の
た
め
、
骨
材
と
し
て
礫
を
意
図
的
に
混

ぜ
る
が
、
こ
の
遺
構
の
場
合
そ
う
で
は
な
く
嵩
増
し
の
た
め
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。
材
質
や
施
工
の
良
し
悪
し
の
影
響
は
定
か
で
は
な
い
が
、
天
井
の
前
端

部
は
崩
落
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の　

離
も
激
し
い
。

遺
構
２　
　

形
状
、
寸
法
は
遺
構
１
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
（
写
真
３
）
。
土
砂

の
流
入
が
よ
り
多
い
状
況
に
あ
り
、
奥
壁
の
切
り
欠
き
部
か
ら
は
土
砂
が
あ
ふ

れ
内
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

遺
構
１
と
同
様
で
あ
る
。

（
３
）
比
較
資
料
と
な
る
遺
跡
の
調
査

ａ
．
比
較
資
料
の
選
定

　

比
較
資
料
と
し
て
、
大
分
県
佐
伯
市
の
鶴
見
（
鶴
御
）
崎
第
一
砲
台
を
調
査

し
た
。
こ
の
砲
台
を
比
較
資
料
に
選
定
し
た
理
由
は
、
垂
見
峠
の
平
射
臨
時
砲

台
と
こ
の
砲
台
に
二
つ
の
共
通
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
は
時
期
的
な
も

の
で
、
同
じ
１
９
４
５
年
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
備
砲
が
同
じ
規

模
の
加
農
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ｂ
．
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
概
要

　

鶴
見
崎
砲
台
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
築
城
が
始
ま
っ
た
豊
予
要

塞
の
一
部
を
構
成
す
る
砲
台
で
あ
る
。
当
初
は
巡
洋
戦
艦
の
主
砲
を
転
用
し
た

砲
塔
砲
台
だ
っ
た
が
、
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
事
故
で
失
わ
れ
、
そ
の
代

わ
り
と
し
て
、
同
年
３
月
か
ら
「
鶴
見
崎
の
突
端
、
現
鶴
見
崎
灯
台
背
面
の
山

頂
に
15
セ
ン
チ
加
農
砲
４
門
を
備
え
た
砲
台
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
砲
台
は
鶴

見
崎
第
一
砲
台
と
命
名
さ
れ
た…

〔
中
略
〕
（
戦
局
が
悪
化
し
た
昭
和
20
年
３

月
に
は
、
）
鶴
見
崎
突
端
の
現
灯
台
北
側
崖
に
洞
窟
砲
座
を
築
い
て
砲
を
移
設

し
た
」
（
三
重
野
２
０
１
０
）
。
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」
に
は
、
こ

の
移
設
作
業
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
１
日
に
着
手
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

備
砲
の
七
年
式
十
五
糎
加
農
は
、
砲
身
口
径
１
４
９
・
１
㎜
、
砲
身
全
長
７

５
１
５
㎜
、
最
大
射
程
２
０
２
０
０
ｍ
で
、
大
き
さ
は
大
島
砲
台
の
四
五
式
十

五
糎
加
農
改
造
固
定
式
と
同
様
で
あ
る
。

ｃ
．
調
査
内
容

　

鶴
見
崎
第
一
砲
台
は
、
豊
後
水
道
を
眼
前
に
臨
む
鶴
御
崎
の
断
崖
に
築
城
さ

れ
て
い
る
。
切
り
立
っ
た
崖
面
に
穹
窖
形
の
横
穴
を
掘
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
補
強
し
て
い
る
。
砲
座
は
全
部
で
４
基
あ
り
、
工
事
進
捗
の
関
係
か
全
て

現
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
砲
座
に
東
か
ら
順
に
砲
座
１
～
４
ま
で

の
番
号
を
付
与
し
識
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

現
地
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
砲
座
が
全
て
同
規
格
に
基
づ
い
て
築
城
さ
れ
た

も
の
と
考
え
た
う
え
で
、
流
入
土
等
の
影
響
か
ら
、
砲
座
１
と
砲
座
２
を
実
測

し
、
図
上
で
合
成
し
資
料
と
し
た
。
併
せ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
位
置
計
測
も
実

施
し
た
。

ｄ
．
調
査
結
果

　

各
砲
座
の
位
置
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

外
観
は
ア
ー
チ
形
天
井
の
穹
窖
式
で
、
平
面
は
長
方
形
の
掩
体
部
と
、
砲
側

弾
薬
庫
か
砲
員
の
退
避
場
所
の
機
能
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
Ｌ
字
形
の
奥
室
部
で

構
成
さ
れ
る
（
図
４
、
写
真
４
）
。

　

掩
体
部
は
幅
５
・
５
７
ｍ
、
奥
行
き
７
・
７
５
ｍ
で
、
最
大
高
５
・
４
５
ｍ

を
測
る
ア
ー
チ
形
天
井
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
開
口
部
に
は
備
砲

を
外
し
た
際
に
で
き
た
竪
穴
と
据
え
付
け
の
た
め
の
沈
定
ボ
ル
ト
の
跡
が
残
る
。

掩
体
を
構
成
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
、
岩
盤
の
掘
削
状
況
に
よ
っ

て
一
定
し
て
い
な
い
が
、
概
ね
０
・
３
ｍ
前
後
で
あ
る
。
奥
室
部
へ
は
、
掩
体

奥
壁
の
一
部
に
設
け
ら
れ
た
幅
２
・
２
０
ｍ
、
高
さ
２
・
１
４
ｍ
、
奥
行
き
２

ｍ
前
後
の
通
路
を
通
る
。
奥
室
部
は
岩
盤
を
素
掘
り
し
て
造
り
、
幅
約
２
・
５

ｍ
、
奥
行
き
約
３
・
０
ｍ
の
空
間
と
、
奥
側
に
向
か
っ
て
左
方
に
直
行
し
て
掘

ら
れ
た
幅
２
・
１
３
ｍ
、
奥
行
き
約
１
ｍ
の
空
間
で
構
成
さ
れ
る
。

　

使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
垂
見
峠
の
遺
構
と
同
様
に
非
常
に
粗
雑
で
、

か
な
り
の
箇
所
で　

離
し
た
状
況
が
見
ら
れ
る
。

４　

考
察

（
１
）
垂
見
峠
の
遺
構
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
比
較

ａ
．
位
置

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
位
置
を
比
べ
る
と
、
垂
見
峠

の
遺
構
は
山
間
部
に
位
置
し
、
鶴
見
崎
第
一
砲
台
が
海
に
直
接
面
す
る
位
置
に

あ
る
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ｂ
．
構
造

　

垂
見
峠
の
遺
構
１
、
２
と
鶴
見
崎
第
一
砲
台
の
全
体
的
な
構
造
は
、
共
通
点

と
し
て
①
斜
面
（
崖
面
）
を
穹
窖
形
に
掘
削
し
た
横
穴
式
で
あ
る
こ
と
、
②
厚

さ
０
・
３
ｍ
前
後
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
奥
壁

に
設
け
ら
れ
た
切
り
欠
き
（
通
路
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
相
違
点
と

し
て
①
幅
、
奥
行
き
、
高
さ
の
寸
法
、
②
平
面
プ
ラ
ン
、
③
奥
室
の
有
無
が
指

摘
で
き
る
。

ｃ
．
材
質

　

使
用
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
骨
材
と
し
て
混
入
さ
れ
る
礫
が
い
ず

れ
も
大
き
く
、
セ
メ
ン
ト
量
に
比
べ
明
ら
か
に
多
量
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
共
通

す
る
。
施
工
が
粗
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
礫
の
隙
間
に
は
空
洞
が
多
く
、
明

ら
か
に
強
度
が
低
い
と
思
わ
れ
、　

離
が
激
し
い
の
も
同
様
で
あ
る
。

（
２
）
遺
構
の
位
置
付
け

　

比
較
の
結
果
、
い
く
つ
か
共
通
し
な
い
点
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
構
成
は

共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

地
下
式
と
し
た
の
は
秘
匿
と
砲
爆
撃
に
耐
え
る
た
め
で
、
低
質
な
が
ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
掩
体
を
有
す
る
。
鶴
見
崎
第
一
砲
台
で
は
、
砲
を
開
口
部

の
ほ
ぼ
真
下
に
据
え
て
い
た
状
況
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
で
も

同
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
開
口
方
向
か
ら
砲
は
北
東
方
向
を
指
向
し

て
い
た
と
い
え
る
。
奥
室
部
は
垂
見
峠
の
遺
構
に
は
無
い
が
、
作
業
が
全
体
の

90
％
で
止
ま
っ
た
状
況
か
ら
、
完
成
し
た
場
合
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
築
城
さ
れ
た
位
置
は
、
垂
見
峠
と
鶴
見
崎
で
大
き
く
異
な
る
が
、
砲

の
射
程
は
海
岸
線
を
入
れ
（
図
５
）
、
さ
ら
に
眼
前
の
尾
根
が
標
的
方
向
か
ら
の

視
線
を
遮
断
す
る
（
図
６
）
。
遺
構
１
と
遺
構
２
で
高
低
差
が
あ
る
の
は
、
各
遺

構
の
前
面
を
遮
断
す
る
、
尾
根
の
稜
線
の
高
さ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
で
あ

る
。

　

各
遺
構
に
砲
が
１
門
ず
つ
据
え
ら
れ
た
と
考
え
る
と
２
基
と
な
り
、
文
献
資

料
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
。
ま
た
、
開
口
方
向
が
芦
屋
の
沖
を
向
く
こ
と
か
ら
、

首
線
も
文
献
資
料
と
合
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
垂
見
峠
の
遺
構
は
大
島
砲
台
の
加
農
を
２
門
備
え
た
平
射
臨
時

砲
台
と
位
置
付
け
る
。

（
３
）
課
題

　

こ
の
砲
台
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
観
測
所
が
未
確
認
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
観
測
所
は
、
標
的
の
位
置
・
方
向
・
距
離
等
を
観
測
し
、「
観
測
の
良

否
は
直
に
射
撃
の
成
果
に
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
」
た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
あ
る
。
砲
台
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
、
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。

５　

お
わ
り
に

　

研
究
の
結
果
、
垂
見
峠
に
残
る
遺
構
を
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
城
さ
れ
た
平

射
臨
時
砲
台
と
位
置
付
け
た
。
北
部
九
州
に
は
、
こ
の
砲
台
の
よ
う
な
遺
構
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
太
平
洋
戦
争
末
期
の
日
本
本
土
の
様
相
を
知
る
た
め
に
も
、
そ
の
解
明

は
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
一
連
の
調
査
の
な
か
で
、
大
島
砲
台
か
ら
転
用
さ
れ

た
４
門
の
加
農
の
う
ち
、
残
り
の
２
門
の
移
転
先
に
つ
い
て
も
そ
の
遺
構
を
確

認
し
た
た
め
、
後
日
別
稿
で
報
告
す
る
。

註（
１
）
平
射
弾
道
で
遠
距
離
射
撃
を
可
能
に
し
た
火
砲
。
弾
丸
の
初
速
が
速
く
、
砲
身

が
長
い
の
が
特
徴
。

（
２
）
本
土
決
戦
態
勢
へ
移
行
す
る
た
め
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
１
月
22
日
に
発

足
し
た
陸
軍
の
機
関
。
九
州
方
面
の
各
部
隊
を
指
揮
・
運
用
し
た
。

（
３
）
睦
16
Ｈ
Ａ
（
西
部
軍
管
区
）
参
謀
部
「
睦
西
作
命
甲
第
百
三
十
六
号　

第
十
六

方
面
軍
命
令　

福
岡　

五
月
二
十
一
日
十
五
時
」
（
昭
和
20
年
５
月
21
日
）
『
第
十

六
方
面
軍
作
命
綴　

昭
二
十
．
二
．
二
一
－
九
．
一
五
』
。

（
４
）
第
五
六
軍
司
令
部
「
第
五
十
六
軍
配
備
要
図　

於
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日　

集

成
五
万
分
一
地
形
図
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国

土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
５
）
大
本
営
陸
軍
部
「
大
陸
指
第2

4
1
9

号
別
冊　

国
土
築
城
実
施
要
綱　

昭
和
20
年

３
月
16
日
」
（
昭
和
20
年
３
月
16
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　
　

R
e
f
.
C
1
4
0
6
0
8
6
7
1
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
戦
法
研
究
参
考
資
料
綴
（
１
）
』

（
６
）
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」（
岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会
１
９
８
８
年
）
、
第
五
六
軍

司
令
部
「
第
四　

作
戦
準
備
進
渉
状
況　

其
一　

築
城
」（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛

省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
五
六
軍
国
土
決
戦
史
資
料　

昭
二
十
．
一
一
』
。

（
７
）
第
百
四
十
五
師
団
司
令
部
「
第
三　

作
戦
諸
計
画　

其
ノ
一　

第
百
四
十
五
師

団
戦
闘
計
画
（
案
）
」
（
昭
和
20
年
11
月
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
第
百
四
十
五

師
団
戦
史
資
料
』
。

（
８
）
15
は
砲
身
口
径
、
Ｋ
は
加
農
を
示
す
。

（
９
）
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
（
１
９
２
２
年
）
締
結
の
結
果
廃
艦
と
な
っ
た
、

巡
洋
戦
艦
「
伊
吹
」
の
主
砲
を
転
用
し
た
砲
塔
砲
台
で
、
現
在
も
砲
塔
を
収
め
た

砲
塔
井
等
の
遺
構
が
残
る
。

（
10
）
陸
軍
省
「
兵
器
調
達
並
改
修
ノ
件
」
（
昭
和
17
年
５
月
14
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
　R

e
f
.
C
0
1
0
0
0
2
8
5
8
0
0

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
昭
和
十
七
年　

陸

亜
密
大
日
記　

第
十
七
号　

２
／
３
』
に
は
、「
豊
豫
要
塞
鶴
見
崎
砲
台
に
応
ず
る

分
」
と
し
て
七
年
式
十
五
糎
加
農
の
電
気
照
準
具
一
式
と
射
角
板
４
個
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鶴
見
崎
砲
台
に
七
年
式
十
五
糎
加
農
４
門
が
配
備
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
11
）
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
「
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
」（
大
正
15
年
８
月

　
　

１
日
～
昭
和
20
年
11
月
13
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

Ref.C14060991400

　
　

防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
『
独
立
混
成
第
百
十
八
旅
団
歴
史
』
。

（
12
）
砲
座
３
と
砲
座
４
は
掩
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
途
中
ま
で
し
か
打
設
し
て

お
ら
ず
、
完
成
状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
13
）
こ
の
空
間
が
弾
薬
庫
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
資
料
は
無
い
が
、
砲
台
と
し
て

の
機
能
を
考
え
る
と
必
須
の
設
備
で
あ
る
。

（
14
）
半
分
は
埋
没
し
て
い
た
が
、
確
認
し
た
痕
跡
か
ら
復
元
す
る
と
12
本
の
ボ
ル
ト

痕
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）
岡
垣
町
～
芦
屋
町
に
広
が
る
三
里
松
原
海
岸
ま
で
、
遺
構
か
ら
約
２
～
９
㎞
の

距
離
で
あ
る
。

（
16
）
用
兵
図
書
株
式
会
社
「
砲
兵
觀
測
通
信
教
範
草
案
総
則
及
觀
測
」（
昭
和
６
年
７

月
20
日
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

Ref.C01001963600

防
衛
省
防
衛
研
究
所

蔵
『
永
存
書
類
付
属　

検
閲
済
典
範
類　

昭
和
６
年
』

参
考
文
献

池
田
拓　

２
０
１
６
「
大
島
砲
台
の
研
究
」
『
七
隈
史
学
』
18
、
七
隈
史
学
会

岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会　

１
９
８
８
「
太
平
洋
戦
争
下
の
岡
垣
」『
岡
垣
町
史
』
岡
垣

町
、p

.
4
4
6

佐
山
二
郎　

２
０
１
１
「
四
五
式
十
五
糎
加
農
」『
日
本
陸
軍
の
火
砲　

要
塞
砲
』
光

人
社
、p

.
3
1
8

下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会　

１
９
８
５
「
下
関
要
塞
と
下
関
重
砲
兵
聯
隊
」『
下
関

重
砲
兵
聯
隊
史
』
下
関
重
砲
兵
聯
隊
史
刊
行
会
、p

.
2
1
6

米
陸
軍
省　

１
９
９
８
『
日
本
陸
軍
便
覧　

米
陸
軍
省
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

1
9
4
4

』
光
人
社
、p

p
.
3
7
1
-
3
7
2

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
７
２
『
戦
史
叢
書　

本
土
防
衛
作
戦
〈
２
〉
九

　

州
の
防
衛
』
朝
雲
新
聞
、p

p
.
3
4
2
-
3
4
3

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室　

１
９
８
０
『
戦
史
叢
書　

陸
海
軍
年
表　

付　

兵

　

語
・
用
語
の
解
説
』
朝
雲
新
聞
、p

.
3
6
6

三
重
野
勝
人　

２
０
１
０
「
戦
跡
「
豊
予
要
塞
」
の
実
像
を
探
る
」『
別
府
史
談
』
23
、

別
府
史
談
会
、p.

4
8

（
い
け
だ
た
く　

原
始
・
古
代
部
会
）

:


